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三
井
越
後
屋
と
幕
末
の
流
行
病

下
向
井 

紀
彦

　
　
　
は
じ
め
に

　
一
　
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
流
行
と
越
後
屋

　
二
　
文
久
二
年
の
麻
疹
・
コ
レ
ラ
流
行
と
越
後
屋

　
　
　
お
わ
り
に

は
じ
め
に

此
節
之
麻
疹
ニ
付
、
越
後
屋
ニ
ハ
此
節
弐
百
人
も
煩
ひ
有
之
よ
し
、
江
戸
中
死
人
焼
場
大
ニ
支
、
三
日
目
焼
上
り
候
よ
し
、
薬
種
相
場

大
ニ
引
上
ケ
候
よ
し

こ
れ
は
、
紀
州
賀
田
村
の
濱
中
仙
右
衛
門
が
江
戸
滞
在
中
に
記
し
た
日
記
「
江
戸
往
来
道
中
日
記
（

）
1

」
の
一
節
で
、
文
久
二
年
（
一
八
六

一
）
七
月
三
日
の
記
事
で
あ
る
。
同
年
に
大
流
行
し
た
麻
疹
に
つ
い
て
、
江
戸
の
様
子
を
伝
え
て
お
り
、
特
に
三
井
越
後
屋
（
以
下
、
越
後

屋
）
で
は
、
七
月
初
旬
段
階
で
二
〇
〇
人
も
罹
患
者
を
出
し
て
い
た
と
い
う
伝
聞
情
報
を
書
き
留
め
て
い
る
（

）
2

。
大
勢
の
奉
公
人
が
住
み
込
み

研
究
ノ
ー
ト
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で
働
く
大
店
は
、
流
行
病
の
発
生
に
よ
っ
て
店
内
に
感
染
者
が
発
生
す
る
と
、
一
気
に
感
染
拡
大
し
集
団
感
染
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い

た
。
こ
れ
は
右
の
史
料
等
も
踏
ま
え
て
、
鈴
木
則
子
な
ど
に
よ
り
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（

）
3

。

で
は
実
際
に
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
越
後
屋
の
二
〇
〇
人
も
の
罹
患
者
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
数
値
だ
っ
た
の
か
。
越
後
屋
の
奉
公

人
と
健
康
・
病
気
に
つ
い
て
は
、
三
井
の
健
康
管
理
の
規
則
の
紹
介
な
ど
の
か
た
ち
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（

）
4

。
ま
た
流
行
病
に
つ
い
て
は
、

越
後
屋
の
奉
公
人
研
究
の
中
で
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
京
本
店
に
お
け
る
欠
勤
者
を
事
例
に
、
同
年
の
麻
疹
流
行
と
の
関
連
性
を
言

及
さ
れ
て
い
る
（

）
5

。
こ
れ
ら
は
三
井
の
店
舗
の
規
則
や
奉
公
人
制
度
の
研
究
の
な
か
で
触
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
流
行
病
そ
の
も
の
を
取
り

扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
意
外
に
も
、
幕
末
の
流
行
病
蔓
延
下
で
の
越
後
屋
の
罹
患
者
数
・
死
者
数
と
い
っ
た
被
害
実
態
や
、
医
療
対

応
等
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

翻
っ
て
、
幕
末
の
疫
病
に
関
す
る
研
究
は
膨
大
に
あ
る
。
本
稿
と
関
連
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
主
要
な
流
行
病
の
流
行
時
期
、
流
行
の
概
要
、

原
因
、
治
療
法
な
ど
を
史
料
を
挙
げ
て
網
羅
的
に
把
握
し
た
富
士
川
游
の
研
究
（

）
6

、
各
地
の
過
去
帳
か
ら
死
者
数
を
整
理
し
、
コ
レ
ラ
伝
播
の

状
況
を
明
ら
か
に
し
た
菊
地
万
雄
、
野
村
裕
江
な
ど
の
研
究
（

）
7

、
流
行
病
に
ま
つ
わ
る
流
言
・
怪
事
件
な
ど
と
流
行
病
観
を
扱
っ
た
篠
原
進
・

門
脇
大
・
今
井
秀
和
・
佐
々
木
聡
ら
の
研
究
（

）
8

、
個
別
の
日
記
な
ど
を
用
い
て
地
域
に
お
け
る
流
行
病
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
鈴
木
則
子
ら

の
研
究
（

）
9

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
つ
つ
、
本
稿
で
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
コ
レ
ラ
大
流
行
と
、
冒
頭

史
料
で
み
た
文
久
二
年
の
麻
疹
大
流
行
を
事
例
に
（
同
年
に
は
麻
疹
に
続
き
コ
レ
ラ
も
流
行
し
て
い
る
た
め
こ
れ
も
若
干
扱
う
）、
主
に
三

井
の
呉
服
部
門
（
越
後
屋
）
の
史
料
を
通
じ
て
、
①
京
・
江
戸
・
大
坂
の
主
力
営
業
店
舗
の
被
害
実
態
を
把
握
し
、
②
流
行
病
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
等
に
つ
い
て
具
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
、
大
店
の
流
行
病
被
害
の
実
態
や
対
応
を
概

観
す
る
と
と
も
に
、
流
行
病
に
関
す
る
越
後
屋
の
史
料
情
報
を
提
供
し
た
い
。



三井越後屋と幕末の流行病（下向井）

339

（
1
）　
尾
鷲
古
文
書
の
会
編
『
幕
末
江
戸
道
中
・
滞
在
日
記
―
尾
鷲
賀
田
濱
中
仙
右
衛
門
―
』（
三
重
県
紀
北
県
民
局
・
生
活
環
境
部
、
二
〇
〇
四

年
、
四
一
頁
）。

（
2
）　
こ
の
記
事
は
、
氏
家
幹
人
『
江
戸
の
病
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
三
頁
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
ま
ず
同
記

事
を
参
考
に
し
た
。

（
3
）　
鈴
木
則
子
は
右
の
日
記
の
記
事
に
基
づ
き
、
越
後
屋
の
よ
う
な
大
店
で
は
感
染
症
が
発
生
す
る
と
流
行
の
温
床
に
な
り
や
す
い
と
指
摘
し
て

い
る
（『
江
戸
の
流
行
り
病
―
麻
疹
騒
動
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
―
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
一
一
四
頁
）。

（
4
）　『
三
井
事
業
史
』（
本
編
第
一
巻
、
一
九
八
〇
年
）。

（
5
）　
西
坂
靖
『
三
井
越
後
屋
奉
公
人
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
二
一
六
頁
）。

（
6
）　
富
士
川
游
『
日
本
疾
病
史
』（
吐
鳳
堂
、
一
九
一
二
年
）。
本
報
告
で
は
東
洋
文
庫
版
（
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
）
を
参
照
し
た
。

（
7
）　
菊
地
万
雄
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
コ
レ
ラ
病
の
流
行
―
寺
院
過
去
帳
に
よ
る
実
証
―
」（『
人
文
地
理
』
三
〇
―
五
、
一
九
七
八
年
）、
野
村

裕
江
「
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
京
・
江
戸
間
の
コ
レ
ラ
病
の
伝
播
」（『
地
理
学
報
告
』
七
九
、
一
九
九
四
年
）。

（
8
）　
篠
原
進
・
門
脇
大
・
今
井
秀
和
・
佐
々
木
聡
編
『
安
政
コ
ロ
リ
流
行
記
―
幕
末
江
戸
の
感
染
症
と
流
言
―
』（
白
澤
社
発
行
、
現
代
書
館
発

売
、
二
〇
二
一
年
）。

（
9
）　
鈴
木
則
子
「
安
政
五
年
コ
レ
ラ
流
行
を
め
ぐ
る
〈
疾
病
経
験
〉」（『
歴
史
学
研
究
』
一
〇
一
一
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
。

一
　
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
流
行
と
越
後
屋

1
　
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ

（
一
）
流
行
の
概
要

コ
レ
ラ
は
、
コ
レ
ラ
菌
の
経
口
感
染
に
よ
っ
て
お
こ
る
急
性
下
痢
症
で
あ
り
、
菌
が
水
や
飲
食
物
と
と
も
に
侵
入
し
て
発
病
す
る
。
嘔
吐
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と
下
痢
を
繰
り
返
し
、
水
分
が
失
わ
れ
て
衰
弱
し
呼
吸
困
難
に
な
る
。
発
病
後
一
～
二
日
で
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
る
。
日
本
で
は
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
に
初
め
て
大
流
行
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
六
月
に
二
度
目
の
大
流
行
を
経
験
す
る
。
安
政
五
年
の
場
合
、
長
崎
に
上
陸

し
て
東
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
七
月
頃
に
は
上
方
に
到
達
し
、
京
都
で
の
感
染
ピ
ー
ク
は
九
月
上
旬
だ
っ
た
と
い
う
。
他
方
、
東
海
道
筋
で

は
駿
州
吉
原
を
起
点
と
し
て
東
西
に
感
染
拡
大
し
、
七
月
下
旬
に
江
戸
で
猛
威
を
振
る
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
・
大
坂
を
結
ぶ

廻
船
を
通
じ
て
各
地
の
港
町
に
伝
播
し
、
そ
こ
か
ら
陸
路
・
河
川
交
通
を
通
じ
て
内
陸
部
に
も
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
（

）
1

。
全
国
で
多
数
の

死
者
が
出
て
い
る
が
、
死
者
数
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
当
時
、
様
々
な
風
聞
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、
八
月
か
ら
九
月
ま
で
に
江
戸
だ

け
で
一
二
万
人
の
死
者
が
出
た
と
伝
え
る
摺
り
物
な
ど
も
出
回
っ
て
い
る
（

）
2

。
江
戸
の
名
主
の
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
数
値
で
は
、

江
戸
の
名
主
組
合
に
所
属
す
る
町
々
に
お
い
て
、
八
月
の
最
初
の
二
〇
日
ほ
ど
で
死
者
九
〇
〇
〇
人
余
、
八
月
末
ま
で
に
一
万
二
〇
〇
〇
人

余
に
及
ん
だ
と
い
う
（
第
1
表
、
第
2
表
）。

（
二
）
三
井
が
把
握
し
た
コ
レ
ラ
流
行
状
況
と
流
言

で
は
江
戸
・
京
・
大
坂
の
三
大
都
市
に
店
舗
を
か
ま
え
る
三
井
で
は
、
各
都
市
の
コ
レ
ラ
流
行
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
か
。
ま
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
店
舗
の
伝
え
る
各
都
市
の
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

江
戸
の
場
合
、
安
政
五
年
七
月
下
旬
頃
か
ら
何
ら
か
の
流
行
病
が
蔓
延
し
つ
つ
あ
る
状
況
を
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

［
史
料
一
（

）
3

］

去（七
月
）月下
旬
よ
り
玉
川
上
水
江
毒
薬
相
流
シ
候
ニ
付
、
右
水
呑
ミ
合
候
者
、
即
刻
頓
死
可
致
抔
申
触
候
、
四
谷
辺
よ
り
赤
坂
・
芝
迄
死
去

い
た
し
候
者
多
く
在
之
、
此
節
者
京
橋
辺
よ
り
神
田
・
浅
草
辺
頓
死
者
有
之
、
尤
日
本
橋
前
後
、
近
辺
ニ
者
余
り
右
病
気
無
之
、
此
上

之
義
与
奉
存
候
、
右
毒
薬
等
之
儀
者
空
言
ニ
御
座
候
得
共
、
当
夏
以
来
雨
天
続
ニ
而
土
用
中
格
別
之
儀
も
無
之
所
、
去
月
末
よ
り
此
節
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ニ
至
残
暑
強
相
成
候
旁
、
右
様
之
病
気

相
発
候
事
与
奉
存
候
、（
中
略
）、
一
昨

日
昨
日
之
処
ニ
而
日
本
橋
ヲ
通
行
致
候

葬
礼
一
日
ニ
四
拾
よ
り
五
十
七
八
通
り

候
趣
御
座
候
（
後
略
）

こ
れ
は
三
井
の
惣
領
家
で
あ
る
北
家
の
資

料
に
含
ま
れ
る
書
状
で
あ
る
。
安
政
五
年
八

月
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
差
出
・
宛
先
と

も
に
三
井
同
族
か
事
業
部
門
の
上
層
部
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
江
戸
の
様
子
に
つ
い
て
、

①
七
月
下
旬
頃
か
ら
、
玉
川
上
水
に
毒
薬
が

流
さ
れ
、
こ
れ
を
飲
ん
だ
も
の
は
即
死
す
る

と
い
う
「
空
言
」
が
出
回
っ
て
い
る
こ
と
、

②
四
谷
・
赤
坂
・
芝
付
近
、
京
橋
か
ら
神

田
・
浅
草
に
か
け
て
死
者
が
多
数
発
生
し
て

い
る
が
、（
書
状
作
成
時
点
で
）
日
本
橋
両

側
近
辺
で
は
ま
だ
あ
ま
り
罹
患
者
は
出
て
い

第 1表　江戸の名主組合の組別死者数

所属 8 月 1 日 
～10日

8 月11日 
～21日 組別合計 備考

壱番組 102 357 459 駿河町
弐番組 156 447 603 
三番組 100 451 551 
四番組 166 278 444 
五番組 370 350 720 
六番組 196 473 669 
七番組 630 875 1,505 
八番組 206 466 672 芝口一丁目
九番組 161 421 582 
拾番組 40 115 155 
拾壱番組 64 273 337 
拾弐番組 38 336 374 
拾三番組 78 336 414 
拾四番組 38 135 173 
拾五番組 153 321 474 
拾六番組 27 77 104 
拾七番組 122 549 671 
拾八番組 18 5 23 
拾九番組 12 34 46 
弐拾番組 13 70 83 
弐拾壱番組 13 73 86 
番外品川 11 30 41 
番外新吉原 14 14 28 

計算上合計 2,728 6,486 9,214 

史料上合計 9,345 

出所）　「聞書」（三井文庫所蔵史料　本 147）。

第 2表　�江戸の町内の 8
月中の死者数

日別 人数 日別 人数

朔日 112 16日 622
2 日 107 17日 681
3 日 155 18日 561
4 日 172 19日 597
5 日 217 20日 469
6 日 350 21日 391
7 日 406 22日 363
8 日 415 23日 370
9 日 565 24日 379
10日 410 25日 414
11日 507 26日 397
12日 579 27日 416
13日 626 28日 435
14日 588 29日 347
15日 508 30日 333

合計 12,492

出所�）　近世史料研究会編『江戸
町 触 集 成』（17、塙 書 房、
2002 年、290 頁）。
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な
い
こ
と
、
③
日
本
橋
を
通
る
葬
礼
は
日
に
四
〇
件
か
ら
五
七
、
八
件
に
の
ぼ
る
こ
と
、
④
実
際
は
、
雨
天
続
き
で
残
暑
も
厳
し
か
っ
た
た

め
に
流
行
病
が
発
生
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
を
伝
え
て
い
る
。

コ
レ
ラ
流
行
当
時
、
様
々
な
毒
薬
説
・
毒
水
説
が
巷
間
で
流
布
さ
れ
て
い
た
（

）
4

。
三
井
で
も
右
の
書
状
の
よ
う
に
毒
薬
が
流
さ
れ
た
と
い
う

噂
を
入
手
し
て
い
た
が
、
毒
薬
の
く
だ
り
を
「
空
言
」
と
理
解
し
、
残
暑
や
雨
天
な
ど
の
天
候
不
順
に
よ
っ
て
蔓
延
し
て
い
る
「
病
気
」
だ

ろ
う
と
み
て
い
た
。
江
戸
の
三
井
関
係
者
が
ど
の
よ
う
な
判
断
で
毒
水
説
を
「
空
言
」
と
判
断
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
こ
の
流

行
病
に
つ
い
て
、
汚
染
水
を
摂
取
す
る
こ
と
で
感
染
し
死
に
至
る
も
の
と
認
識
し
て
い
た
と
い
え
る
。

京
の
場
合
、
八
月
中
か
ら
流
行
市
内
で
の
状
況
を
把
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
呉
服
店
部
門
の
事
業
本
部
兼
仕
入
店
で
あ
る
京
本
店
で

は
、
感
染
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
九
月
に
な
っ
て
か
ら
、
業
務
日
誌
に
コ
レ
ラ
関
係
の
記
事
を
記
載
す
る
よ
う
に
な
る
。
初
出
の
九
月
朔
日
条
で

は
、
京
市
中
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

［
史
料
二
（

）
5

］

此
程
よ
り
三
日
コ
ロ
リ
と
申
急
病
専
流
行
致
し
候
ニ
付
、
二
条
通
薬
種
屋
仲
ヶ
間
よ
り
虎
頭
殺
鬼
雄
黄
圓
ト
申
薬
咒
と
し
て
市
中
江
施

し
候
処
、
殊
之
外
貰
人
多
ク
、
日
々
大
群
集
致
し
、
凡
十
三
万
程
も
手
当
被
致
候
処
、
皆
無
ニ
相
成
、
中
々
行
届
兼
候
ニ
付
、
暫
時
止

メ
ニ
致
し
、
又
々
薬
種
出
来
之
上
、
五
日
頃
よ
り
相
始
メ
被
申
候
風
聞
ニ
御
座
候

す
で
に
こ
の
時
点
で
京
本
店
で
は
コ
レ
ラ
（「
三
日
コ
ロ
リ
」）
の
蔓
延
を
確
認
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
コ
レ
ラ
治
療
の
た
め
、
二
条
通
薬

種
屋
仲
間
が
「
虎こ
と
う
さ
つ
き
う
お
う
え
ん

頭
殺
鬼
雄
黄
圓
」
と
い
う
薬
を
一
三
万
個
用
意
し
市
中
向
け
に
配
布
し
た
。
受
取
希
望
者
が
殺
到
し
、
用
意
し
た
薬
が
無

く
な
っ
た
た
め
配
布
を
中
止
し
て
い
た
が
、
九
月
五
日
か
ら
配
布
を
再
開
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。
八
月
末
か
ら
九
月
初
頭
段
階
に
お
い
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て
、「
虎
頭
殺
鬼
雄
黄
圓
」
が
有
効
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
（

）
6

。
他
方
で
、
京
本
店
の
記
録
に
は
江
戸
の
よ
う
な
毒
薬
・
毒
水
な
ど
に
ま

つ
わ
る
流
言
は
出
て
こ
な
い
。

大
坂
で
は
、
呉
服
店
部
門
の
営
業
店
で
あ
る
大
坂
本
店
の
史
料
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
大
坂
両
替
店
の
「
聞
書
」
か
ら
市
中
の
蔓
延
状
況

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

［
史
料
三
（

）
7

］

安
政
五
午
年
八
月
上
旬
よ
り
、
大
坂
一
円
あ
や
し
き
病
流
行
い
た
し
、
其
容
躰
承
候
得
者
、
最
初
者
俄
に
腹
痛
瀉
し
、
又
者
嘔
一
昼
夜

ニ
死
す
ニ
い
た
り
、
甚
鋪
者
二
時
三
時
ニ
死
す
、
勿
論
病
付
よ
り
手
足
冷
候
由
に
て
、
医
師
色
々
尽
手
候
得
と
も
、
無
其
甲
斐
、
島
之

内
・
堀
江
辺
夥
敷
、
夫
よ
り
追
々
上
町
辺
、
西
安
治
川
辺
、
天
満
辺
廻
り
、
船
場
少
々
、
墓
々
葬
式
夥
敷
、
八
月
中
頃
ニ
者
千
日
墓
所

一
日
ニ
百
八
九
拾
と
申
事
、
其
外
梅
田
・
小
橋
浜
の
墓
、
吉
ハ
ら
・
加
茂
・
鳶
田
、
右
墓
々
も
夥
し
く
有
之
由
、
右
病
付
候
ハ
ヽ
、
大

躰
命
た
す
か
り
が
た
く
、
併
病
付
直
々
焼
酎
を
壱
弐
合
呑
セ
、
蒲
団
沢
山
き
せ
懸
懇
ろ
か
し
候
而
、
た
す
か
り
候
も
の
も
有
之
、
家
々

加
持
祈
祷
御
守
札
、
ま
た
は
ま
し
な
い
抔
と
色
々
言
ふ
ら
し
、
八
月
廿
四
日
よ
り
道
修
町
薬
屋
仲
間
よ
り
施
薬
を
な
す
、
大
群
集
い
た

し
、
右
ニ
而
者
御
穏
便
中
恐
入
候
ニ
付
、
御
役
所
よ
り
内
々
御
沙
汰
有
之
由
ニ
而
、
壱
町
限
ニ
弐
百
服
ツ
ヽ
薬
屋
仲
間
よ
り
町
会
所
江
差

出
、
奇
特
成
事
ニ
御
座
候
、
右
病
気
初
の
う
ち
ハ
近
頃
渡
来
之
異
船
乃
悪
人
よ
り
毒
薬
を
海
中
江
流
し
候
風
聞
有
之
、
又
者
魚
目
を
喰

し
候
而
よ
り
右
病
相
発
候
与
専
噂
い
た
し
候
、
元
来
当
地
、
平
日
者
川
水
を
の
ミ
居
候
へ
と
も
、
此
頃
者
井
戸
水
を
呑
申
候
処
も
有
之

ゆ
へ
、
平
日
川
水
汲
渡
世
の
も
の
大
い
ニ
困
入
候
も
の
多
人
数
有
之
、
且
又
海
川
魚
の
類
抔
と
も
買
調
候
而
、
喰
し
候
も
の
無
之
、
右

海
川
魚
を
喰
す
れ
ば
死
す
と
や
申
候
ゆ
へ
、
右
渡
世
ニ
い
た
し
居
候
も
の
も
難
儀
い
た
し
居
候
、
全
海
川
魚
の
態
に
て
ハ
無
之
候
得
と

も
、
右
様
之
風
聞
有
之
ゆ
へ
と
ん
と
売
捌
不
申
候
よ
し
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大
坂
で
は
八
月
上
旬
か
ら
コ
レ
ラ
が
流
行
し
て
い
た
よ
う
で
、
島
之
内
・
堀
江
付
近
で
罹
患
者
が
多
く
、
上
町
・
西
安
治
川
・
天
満
方
面

に
拡
大
し
、
記
録
し
て
い
る
時
点
で
船
場
付
近
で
は
罹
患
者
が
少
な
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
八
月
中
旬
に
は
千
日
墓
地
で
一
日
二

八
〇
～
二
九
〇
件
の
葬
式
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
八
月
二
十
四
日
か
ら
道
修
町
の
薬
屋
仲
間
で
薬
の
配
布
を
始
め
た
こ
と
、
役
所
か
ら
の

指
示
で
薬
屋
仲
間
が
町
会
所
に
一
町
あ
た
り
二
〇
〇
服
ず
つ
提
供
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
事
か
ら
大
坂
で
も
、
異
国
船
が
毒
薬
を
海
に
流
し
た
と
い
う
風
聞
や
、
魚
の
目
を
食
べ
た
ら
病
気
に
か
か
る
、
こ
の
海
魚
・
川
魚

を
食
べ
る
と
死
ぬ
ら
し
い
、
と
い
っ
た
噂
の
流
布
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
魚
が
売
れ
な
く
な
り
、
漁
師
や
魚
屋
な
ど
が
難
義
し
て
い
る

様
子
も
う
か
が
え
る
。
こ
こ
で
は
毒
薬
と
魚
の
関
係
性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
毒
薬
の
噂
と
海
魚
・
川
魚
の
噂
は
別
々
に
流
布
さ

れ
て
い
た
か
、
毒
薬
で
汚
染
し
た
魚
が
病
気
を
媒
介
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
流
行
病

蔓
延
と
と
も
に
大
坂
市
中
の
住
民
が
飲
料
水
を
川
水
か
ら
井
戸
水
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
飲
料
水
と
し
て
利
用
し
て
い
た
淀
川
な
ど

の
河
川
の
水
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（

）
8

。

2
　
三
井
各
店
舗
の
被
害
状
況

（
一
）
京
都
の
被
害

安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
流
行
に
よ
り
、
越
後
屋
で
も
少
な
か
ら
ざ
る
被
害
を
出
し
て
い
た
。
以
下
、
判
明
す
る
範
囲
で
京
・
江
戸
・
大
坂
に

わ
け
て
被
害
状
況
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
京
本
店
で
は
、
コ
レ
ラ
に
罹
患
し
た
者
や
亡
く
な
っ
た
奉
公
人
を
確
認
で
き
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
業
務
日
誌
の
九
月
の
記
事
か
ら

コ
レ
ラ
関
係
の
記
事
が
急
増
す
る
も
の
の
、
奉
公
人
の
罹
患
記
事
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
死
者
に
つ
い
て
も
報
じ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
の
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奉
公
人
関
係
の
病
気
記
事
と
し
て
は
、
九
月
十
七
日
条
に
子
供
の
永
田
亀
次
郎
が
自
宅
で
の
病
気
療
養
を
終
え
て
職
場
復
帰
し
た
こ
と
を
伝

え
る
程
度
で
あ
る
（

）
9

。
た
だ
し
職
場
復
帰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
亀
次
郎
は
コ
レ
ラ
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

他
方
、
奉
公
人
の
関
係
者
に
は
コ
レ
ラ
で
亡
く
な
る
者
も
出
て
い
た
。
八
月
末
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
暖
簾
分
け
し
た
別
宅
手
代
の
関
係

者
や
、
京
本
店
の
近
隣
住
民
の
な
か
に
、
病
死
し
た
者
が
複
数
お
り
、
そ
の
中
に
コ
レ
ラ
で
亡
く
な
っ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
者
も
い
た
。

た
と
え
ば
、
元
・
京
本
店
加
判
名
代
の
中
村
万
兵
衛
の
後
家
・
な
み
、
京
本
店
加
判
格
の
中
村
勝
助
の
養
母
・
ひ
さ
が
コ
レ
ラ
で
亡
く
な
っ

て
い
る
。
傾
向
と
し
て
別
宅
手
代
の
妻
や
母
な
ど
女
性
が
多
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
京
本
店
の
コ
レ
ラ
被
害
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
越
後
屋
を
取
り
巻
く
人
々
に
罹
患
者
・
死
者
が
発
生
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
の
み
で
あ
る
。

（
二
）
江
戸
の
被
害

江
戸
に
あ
る
各
店
舗
の
状
況
も
史
料
的
制
約
か
ら
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
八
月
中
旬
に
江
戸
か
ら
京
都
に
送
ら
れ
た
［
史
料

一
］
の
続
き
に
「
当
店
両
店
筋
と
も
右
病
気
請
候
者
一
切
無
之
難
有
事
ニ
候
（

）
10

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
月
末
か
ら
八
月
中
旬
ま
で
は
江
戸
の

呉
服
店
部
門
、
両
替
店
部
門
と
も
に
、
コ
レ
ラ
被
害
は
無
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
八
月
後
半
に
な
る
と
状
況
が
一
変
し
、
感
染
者
が
発
生
し
死
者
も
出
て
い
た
。

［
史
料
四
（

）
11

］

（
前
略
）
且
店
々
之
処
最
初
之
内
ハ
格
別
病
人
も
無
之
、
御
安
堵
難
有
思
召
候
処
、
先（八
月
）月廿
日
過
よ
り
右
病
症
ニ
而
打
倒
候
者
大
勢
有

之
、
医
療
看
病
方
ハ
勿
論
、
神
仏
御
祈
祷
等
無
手
抜
御
気
配
被
成
居
候
へ
共
、
中
ニ
ハ
無
其
甲
斐
死
去
致
候
者
本
店
ニ
而
、
平
座
・
初

元
・
子
供
ニ
而
五
人
、
下
男
中
店
通
四
人
有
之
、
向
店
・
芝
口
店
・
糸
見
世
ニ
も
相
煩
居
候
者
も
有
之
候
得
共
、
格
別
之
儀
も
無
御
座
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候
由
、
誠
ニ
此
度
之
儀
ハ
天
災
与
も
可
申
哉
、
実
ニ
絶
言
語
候
（
後
略
）

江
戸
の
三
井
の
各
店
舗
で
は
八
月
二
十
日
頃
か
ら
コ
レ
ラ
で
倒
れ
る
者
が
出
て
き
た
。
各
店
舗
で
は
医
療
を
施
す
と
と
も
に
、
神
仏
へ
の

祈
祷
も
怠
り
な
く
行
っ
た
も
の
の
、
亡
く
な
る
者
も
現
れ
、
江
戸
本
店
（
呉
服
物
販
売
、
駿
河
町
）
の
奉
公
人
五
名
（
平
、
初
元
、
子
供
）、

中
店
通
い
の
下
男
四
名
が
亡
く
な
っ
た
。
向
店
（
木
綿
・
綿
・
関
東
絹
販
売
、
駿
河
町
）・
芝
口
店
（
呉
服
物
販
売
、
芝
口
一
丁
目
）・
糸
見

世
（
糸
物
・
組
糸
類
販
売
、
向
店
に
隣
接
）
の
各
店
舗
で
も
罹
患
す
る
者
は
い
た
が
死
亡
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
今
回
の
病
気
拡
大
は
天

災
と
い
う
べ
き
で
、
言
語
を
絶
す
る
あ
り
さ
ま
だ
、
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
中
店
は
江
戸
の
元
大
工
町
に
あ
っ
た
呉
服
店
部
門
の

店
の
一
つ
で
、
享
保
末
年
頃
か
ら
江
戸
各
店
舗
の
病
気
療
養
施
設
と
し
て
も
運
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（

）
12

。
中
店
通
い
の
下
男
が
四
名
コ

レ
ラ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
店
に
奉
公
人
の
コ
レ
ラ
患
者
も
隔
離
・
収
容
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

江
戸
本
店
の
死
者
数
は
別
の
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
第
3
表
は
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で

の
江
戸
本
店
で
勤
務
中
に
亡
く
な
っ
た
奉
公
人
の
人
数
で
あ
る
（

）
13

。
こ
れ
を
み
る
と
安
政
五
年
に
六
名
亡
く
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
月
別
に
み

第 3表　江戸本店の奉公人の年別死者数と流行病� （単位　人）

年 合計 感 麻 コ 年 合計 感 麻 コ 年 合計 感 麻 コ 年 合計 感 麻 コ

元禄15年 1 延享元年 0 ● 天明 6 年 7 文政11年 0
元禄16年 1 延享 2 年 2 天明 7 年 （1）5 文政12年 4
宝永元年 0 延享 3 年 2 天明 8 年 1 天保元年 3
宝永 2 年 1 延享 4 年 3 ● 寛政元年 3 天保 2 年 1 ●
宝永 3 年 2 寛延元年 1 寛政 2 年 6 天保 3 年 5 ●
宝永 4 年 1 ● 寛延 2 年 3 寛政 3 年 4 天保 4 年 0
宝永 5 年 2 ● 寛延 3 年 2 寛政 4 年 0 天保 5 年 3
宝永 6 年 1 宝暦元年 2 寛政 5 年 3 天保 6 年 3
宝永 7 年 0 宝暦 2 年 1 寛政 6 年 1 天保 7 年 1 ●
正徳元年 2 宝暦 3 年 0 ● 寛政 7 年 5 ● 天保 8 年 （1）2
正徳 2 年 0 宝暦 4 年 0 寛政 8 年 5 天保 9 年 1
正徳 3 年 1 宝暦 5 年 0 寛政 9 年 1 天保10年 5
正徳 4 年 （1）3 宝暦 6 年 0 寛政10年 （1） 天保11年 5
正徳 5 年 3 宝暦 7 年 （1）3 寛政11年 2 天保12年 4
享保元年 3 ● 宝暦 8 年 5 寛政12年 1 天保13年 6
享保 2 年 4 宝暦 9 年 7 享和元年 1 天保14年 7
享保 3 年 1 宝暦10年 4 享和 2 年 2 ● 弘化元年 3
享保 4 年 0 宝暦11年 4 享和 3 年 6 ● 弘化 2 年 1
享保 5 年 2 宝暦12年 2 文化元年 2 弘化 3 年 0
享保 6 年 0 宝暦13年 1 文化 2 年 11 弘化 4 年 2
享保 7 年 2 明和元年 4 文化 3 年 （1）6 嘉永元年 （1）3
享保 8 年 0 明和 2 年 1 文化 4 年 7 嘉永 2 年 0
享保 9 年 0 明和 3 年 4 文化 5 年 4 ● 嘉永 3 年 7 ●
享保10年 7 明和 4 年 5 文化 6 年 2 嘉永 4 年 4
享保11年 2 明和 5 年 3 文化 7 年 3 嘉永 5 年 3
享保12年 2 明和 6 年 3 ● 文化 8 年 0 ● 嘉永 6 年 3
享保13年 2 明和 7 年 5 文化 9 年 3 安政元年 2 ●
享保14年 3 明和 8 年 3 文化10年 1 安政 2 年 2
享保15年 2 ● ● 安永元年 3 文化11年 3 安政 3 年 0
享保16年 0 安永 2 年 7 文化12年 4 安政 4 年 3 ●
享保17年 1 安永 3 年 6 文化13年 9 安政 5 年 （1）6 ●
享保18年 1 ● 安永 4 年 2 文化14年 1 安政 6 年 2 ●
享保19年 0 安永 5 年 7 ● ● 文政元年 2 万延元年 4 ● ●
享保20年 3 安永 6 年 2 文政 2 年 1 文久元年 3
元文元年 2 安永 7 年 2 文政 3 年 0 文久 2 年 14 ● ●
元文 2 年 1 安永 8 年 3 文政 4 年 3 ● 文久 3 年 7
元文 3 年 4 安永 9 年 3 ● 文政 5 年 1 ● 元治元年 （1）
元文 4 年 0 天明元年 4 ● 文政 6 年 1 慶応元年 3
元文 5 年 3 天明 2 年 3 文政 7 年 0 ● ● 慶応 2 年 3
寛保元年 2 天明 3 年 10 文政 8 年 4 慶応 3 年 8 ●
寛保 2 年 5 天明 4 年 6 ● 文政 9 年 3 合計 476
寛保 3 年 2 天明 5 年 6 文政10年 4 ●

出所）　「法名控」（三井文庫所蔵史料　本 596）。下男・召仕・関係者も記されているがここに含め、カ ッコ内数字で示した。
注）　1.『日本疾病史』で採録されている流行性感冒（感）、麻疹（麻）、コレラ（コ）の大流行の年を 記載した。
　　 2�. 文政 7 年の麻疹は文政 6 年という説もある（鈴木則子「江戸時代の麻疹と医療―文久 2 年麻疹 騒動の背景を考える―」『日本医師

学雑誌』50-4、2004 年、502 頁）。
　　 3. 安政 6 年・万延元年のコレラ流行は安政 5 年の余波である。
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第 3表　江戸本店の奉公人の年別死者数と流行病� （単位　人）

年 合計 感 麻 コ 年 合計 感 麻 コ 年 合計 感 麻 コ 年 合計 感 麻 コ

元禄15年 1 延享元年 0 ● 天明 6 年 7 文政11年 0
元禄16年 1 延享 2 年 2 天明 7 年 （1）5 文政12年 4
宝永元年 0 延享 3 年 2 天明 8 年 1 天保元年 3
宝永 2 年 1 延享 4 年 3 ● 寛政元年 3 天保 2 年 1 ●
宝永 3 年 2 寛延元年 1 寛政 2 年 6 天保 3 年 5 ●
宝永 4 年 1 ● 寛延 2 年 3 寛政 3 年 4 天保 4 年 0
宝永 5 年 2 ● 寛延 3 年 2 寛政 4 年 0 天保 5 年 3
宝永 6 年 1 宝暦元年 2 寛政 5 年 3 天保 6 年 3
宝永 7 年 0 宝暦 2 年 1 寛政 6 年 1 天保 7 年 1 ●
正徳元年 2 宝暦 3 年 0 ● 寛政 7 年 5 ● 天保 8 年 （1）2
正徳 2 年 0 宝暦 4 年 0 寛政 8 年 5 天保 9 年 1
正徳 3 年 1 宝暦 5 年 0 寛政 9 年 1 天保10年 5
正徳 4 年 （1）3 宝暦 6 年 0 寛政10年 （1） 天保11年 5
正徳 5 年 3 宝暦 7 年 （1）3 寛政11年 2 天保12年 4
享保元年 3 ● 宝暦 8 年 5 寛政12年 1 天保13年 6
享保 2 年 4 宝暦 9 年 7 享和元年 1 天保14年 7
享保 3 年 1 宝暦10年 4 享和 2 年 2 ● 弘化元年 3
享保 4 年 0 宝暦11年 4 享和 3 年 6 ● 弘化 2 年 1
享保 5 年 2 宝暦12年 2 文化元年 2 弘化 3 年 0
享保 6 年 0 宝暦13年 1 文化 2 年 11 弘化 4 年 2
享保 7 年 2 明和元年 4 文化 3 年 （1）6 嘉永元年 （1）3
享保 8 年 0 明和 2 年 1 文化 4 年 7 嘉永 2 年 0
享保 9 年 0 明和 3 年 4 文化 5 年 4 ● 嘉永 3 年 7 ●
享保10年 7 明和 4 年 5 文化 6 年 2 嘉永 4 年 4
享保11年 2 明和 5 年 3 文化 7 年 3 嘉永 5 年 3
享保12年 2 明和 6 年 3 ● 文化 8 年 0 ● 嘉永 6 年 3
享保13年 2 明和 7 年 5 文化 9 年 3 安政元年 2 ●
享保14年 3 明和 8 年 3 文化10年 1 安政 2 年 2
享保15年 2 ● ● 安永元年 3 文化11年 3 安政 3 年 0
享保16年 0 安永 2 年 7 文化12年 4 安政 4 年 3 ●
享保17年 1 安永 3 年 6 文化13年 9 安政 5 年 （1）6 ●
享保18年 1 ● 安永 4 年 2 文化14年 1 安政 6 年 2 ●
享保19年 0 安永 5 年 7 ● ● 文政元年 2 万延元年 4 ● ●
享保20年 3 安永 6 年 2 文政 2 年 1 文久元年 3
元文元年 2 安永 7 年 2 文政 3 年 0 文久 2 年 14 ● ●
元文 2 年 1 安永 8 年 3 文政 4 年 3 ● 文久 3 年 7
元文 3 年 4 安永 9 年 3 ● 文政 5 年 1 ● 元治元年 （1）
元文 4 年 0 天明元年 4 ● 文政 6 年 1 慶応元年 3
元文 5 年 3 天明 2 年 3 文政 7 年 0 ● ● 慶応 2 年 3
寛保元年 2 天明 3 年 10 文政 8 年 4 慶応 3 年 8 ●
寛保 2 年 5 天明 4 年 6 ● 文政 9 年 3 合計 476
寛保 3 年 2 天明 5 年 6 文政10年 4 ●

出所）　「法名控」（三井文庫所蔵史料　本 596）。下男・召仕・関係者も記されているがここに含め、カ ッコ内数字で示した。
注）　1.『日本疾病史』で採録されている流行性感冒（感）、麻疹（麻）、コレラ（コ）の大流行の年を 記載した。
　　 2�. 文政 7 年の麻疹は文政 6 年という説もある（鈴木則子「江戸時代の麻疹と医療―文久 2 年麻疹 騒動の背景を考える―」『日本医師

学雑誌』50-4、2004 年、502 頁）。
　　 3. 安政 6 年・万延元年のコレラ流行は安政 5 年の余波である。
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て
い
く
と
、
八
月
に
四
名
（
同
族
付
き
の
召
仕
一
名
も
）
亡
く
な
っ
て
い
る
。
記
録
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
一
ヶ
月
に
四
人
以
上
亡
く
な
っ

て
い
る
の
は
安
政
五
年
八
月
と
文
久
二
年
八
月
の
み
で
あ
る
。
こ
の
と
き
一
二
〇
名
余
の
奉
公
人
を
抱
え
て
い
た
江
戸
本
店
に
お
い
て
、
こ

の
数
字
は
わ
ず
か
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
通
常
の
月
間
死
者
数
は
一
名
か
ら
三
名
程
度
で
あ
る
た
め
、
五
人
と
い
う
数
字
は
群
を
抜

い
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
江
戸
で
は
八
月
後
半
か
ら
各
店
舗
で
コ
レ
ラ
が
流
行
す
る
も
、
店
に
よ
っ
て
被
害
に
差
が
あ
り
、
特
に
死
者

の
数
に
お
い
て
江
戸
本
店
の
打
撃
は
深
刻
だ
っ
た
。

（
三
）
大
坂
の
被
害

大
坂
の
営
業
店
舗
で
あ
る
大
坂
本
店
の
被
害
状
況
も
詳
細
不
明
で
あ
る
。
八
月
二
十
三
日
の
書
状
で
店
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
が
、
コ
レ

ラ
罹
患
者
や
死
者
は
出
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（

）
14

。
ま
た
、
両
替
店
部
門
の
大
坂
両
替
店
の
記
録
で
は
、
九
月
上
旬
時
点
で
「
当
店
且
本
店
幷

暖
簾
う
ち
等
ニ
右
病
難
壱
人
も
無
御
座
（

）
15

」
と
し
て
お
り
、
や
は
り
被
害
は
無
い
と
し
て
い
る
。

（
四
）
店
舗
の
営
業
へ
の
影
響

コ
レ
ラ
流
行
が
店
舗
の
営
業
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
み
て
お
き
た
い
。
当
該
期
の
越
後
屋
で
は
、
特
に
江
戸
の
店
舗
に
お
い
て
、
火

事
で
店
舗
が
類
焼
す
る
な
ど
し
て
予
定
外
の
支
出
が
増
え
る
一
方
、
利
益
は
減
る
状
況
で
あ
っ
た
。
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
流
行
が
各
店
舗
の

仕
入
れ
や
売
り
上
げ
、
利
益
に
与
え
た
影
響
な
ど
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、
短
期
的
に
は
来
店
者
数
な
ど
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。

江
戸
本
店
の
場
合
、
同
店
か
ら
京
本
店
へ
の
書
状
の
中
で
「（
前
略
）
先
達
而
以
来
疫
病
流
行
旁
日
々
御
人
入
今
一
息
無
甲
斐
、
御
存
念
之

通
商
事
難
乗
立
、
重
々
苦
々
敷
思
召
（
後
略
（

）
16

）」
と
記
し
て
お
り
、
来
店
者
数
は
「
無
甲
斐
（

）
17

」
で
あ
り
、
思
い
通
り
の
商
売
が
で
き
ず
に
い

る
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
同
時
期
に
向
店
か
ら
京
本
店
に
送
ら
れ
た
書
状
で
も
「（
前
略
）
兎
角
不
景
気
之
折
柄
、
御
慎
中
殊
ニ
先
達
而
よ

り
悪
病
流
行
ニ
而
、
御
人
入
無
甲
斐
、
其
上
諸
侯
様
方
始
、
町
方
迚
も
不
融
通
之
趣
ニ
而
、
何
方
も
御
調
物
薄
、
商
事
向
き
難
乗
立
候

（
後
略
（

）
18

）」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
も
来
店
者
数
は
「
無
甲
斐
」
の
状
態
で
、
大
名
・
武
士
層
か
ら
町
人
層
に
い
た
る
ま
で
調
達
数
が
少
な
く
、
商
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売
も
軌
道
に
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
コ
レ
ラ
流
行
は
、
江
戸
本
店
・
向
店
に
来
店
者
数
減
少
や
顧
客
の
注
文
控
え
な
ど
の
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

3
　
コ
レ
ラ
流
行
へ
の
対
応

（
一
）
衛
生
対
策

越
後
屋
で
は
コ
レ
ラ
流
行
に
際
し
て
様
々
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
江
戸
の
店
舗
で
は
、
先
述
し
た
上
水
に
毒
薬
が
流
さ
れ
た

と
い
う
流
言
を
踏
ま
え
て
、
掘
り
抜
き
井
戸
の
井
戸
水
を
調
達
し
て
い
る
。

［
史
料
五
（

）
19

］

（
前
略
）
右
ニ
付
玉
川
上
水
、
神
田
上
水
共
水
道
ヲ
汲
候
者
一
向
無
之
、
堀
抜
井
戸
繁
盛
ニ
御
座
候
、（
中
略
）、
右
堀
井
戸
無
之
候
間
、

近
辺
へ
汲
ニ
遣
候
次
第
、
誠
ニ
不
弁
ニ
御
座
候
、
其
内
ニ
て
噂
も
薄
く
相
成
可
申
候

こ
れ
は
［
史
料
一
］
に
続
く
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
①
「
毒
水
」
の
流
言
に
よ
り
江
戸
市
中
で
は
玉
川
上
水
・
神
田
上
水
の
水
を
利

用
す
る
者
は
お
ら
ず
、
堀
抜
井
戸
の
水
を
確
保
し
よ
う
と
人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
②
三
井
の
店
舗
に
掘
り
抜
き
井
戸
は
無
く
、
店
の

者
に
井
戸
ま
で
水
を
汲
み
に
行
か
せ
て
い
る
た
め
不
便
で
あ
る
こ
と
、
を
報
告
し
て
い
る
。

江
戸
市
中
の
人
々
は
、
毒
水
（
あ
る
い
は
汚
染
水
）
を
警
戒
し
て
上
水
の
利
用
を
避
け
、
新
鮮
な
井
戸
水
を
入
手
す
る
た
め
に
奔
走
し
て

い
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
毒
薬
を
流
さ
れ
た
と
噂
さ
れ
て
い
る
玉
川
上
水
だ
け
で
な
く
、
取
水
源
が
別
系
統
で
あ
る
神
田
上
水
で
も
利
用
控

え
の
動
き
も
あ
っ
た
（

）
20

。
人
々
は
正
体
不
明
の
疫
病
に
対
し
て
、
汚
染
水
を
避
け
る
と
い
う
行
動
を
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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先
述
し
た
よ
う
に
、
書
状
を
書
い
た
江
戸
の
三
井
の
上
層
部
は
、
毒
薬
の
く
だ
り
を
「
空
言
」
と
み
な
し
、
疫
病
は
天
候
不
順
に
原
因
が

あ
る
と
想
定
し
て
い
た
。
越
後
屋
の
あ
る
駿
河
町
付
近
の
上
水
は
神
田
上
水
の
系
統
で
あ
る
た
め
、
仮
に
玉
川
上
水
の
毒
薬
混
入
が
事
実
だ

っ
た
と
し
て
も
影
響
を
受
け
な
い
地
区
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
井
で
は
店
ま
で
引
い
て
き
て
い
る
上
水
の
利
用
を
避
け
、
掘
り
抜
き
の
井

戸
水
を
確
保
し
て
い
た
。
江
戸
の
店
舗
の
重
役
ら
は
、
飲
料
水
に
問
題
が
あ
る
可
能
性
も
払
拭
し
切
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
ま

た
、
住
み
込
み
の
手
代
や
子
供
の
な
か
に
流
言
を
真
に
受
け
る
者
や
、
井
戸
水
を
確
保
す
る
市
中
の
人
々
の
動
き
を
見
る
中
で
不
安
に
思
う

者
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
井
戸
水
の
調
達
は
、
先
述
し
た
中
店
で
の
コ
レ
ラ
患
者
の

収
容
・
隔
離
と
と
も
に
店
舗
で
の
衛
生
対
策
と
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
二
）
治
療
に
お
け
る
西
洋
医
術
の
導
入

コ
レ
ラ
の
流
行
が
三
都
で
広
ま
っ
て
い
た
安
政
五
年
九
月
、
三
井
で
は
呉
服
店
部
門
・
両
替
店
部
門
の
各
営
業
店
舗
に
「
コ
レ
ラ
病
論
（

）
21

」

と
い
う
医
術
書
を
配
布
し
た
。
こ
れ
は
、
北
家
（
惣
領
家
）
八
代
・
三
井
高
福
が
入
手
し
た
も
の
で
、
高
福
の
指
示
に
よ
り
、
両
部
門
の
京

都
の
店
舗
が
江
戸
・
大
坂
の
各
店
舗
に
送
付
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

［
史
料
六
（

）
22

］

（
前
略
）
昨
九
日
八
郎
右
衛
門
様
よ
り
被
為
召
候
付
参
上
仕
候
処
、
被
仰
下
候
ニ
ハ
、
此
程
よ
り
暴
吐
瀉
之
病
流
行
ニ
付
而
ハ
、
烈
敷

ハ
片
時
ニ
及
落
命
候
者
不
少
候
、
就
右
新
宮
涼
民
老
、
同
涼
閤
老
、
大
村
達
吉
老
、
尚
秋
吉
雲
桂
老
等
医
論
之
上
療
治
被
行
、
其
上
去

月
廿
五
日
よ
り
製
本
ニ
被
取
掛
、
今
日
上
木
相
成
候
処
、
左
ニ

　
　
一
コ
レ
ラ
病
論
　
全

右
壱
冊
別
紙
来
簡
之
写
共
差
遣
候
条
、
其
許
江
早
々
相
達
候
様
被
仰
付
候
間
、
今
夕
此
処
よ
り
差
下
申
候
、
御
頂
戴
可
被
成
、
且
右
療
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養
ニ
而
於
当
地
同
病
十
ヶ
九
歩
通
活
命
全
快
ニ
お
よ
ひ
候
間
、
此
儀
も
申
遣
候
様
被
仰
付
候
、
尤
其
許
出
入
医
師
衆
御
呼
寄
、
右
為
御

読
取
医
論
御
聞
取
ニ
相
成
り
候
ハ
ヽ
、
御
心
得
ニ
可
相
成
旨
、
是
又
被
仰
下
候
（
後
略
）

［
史
料
六
］
は
京
両
替
店
か
ら
江
戸
両
替
店
に
あ
て
た
書
状
で
あ
り
、「
コ
レ
ラ
病
論
」
を
入
手
し
た
経
緯
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
（

）
23

。
九
月

九
日
、
八
郎
右
衛
門
（
高
福
）
か
ら
招
集
が
か
か
り
、
両
部
門
の
重
役
ら
は
北
家
の
屋
敷
に
出
向
い
た
。
高
福
は
、
①
コ
レ
ラ
の
流
行
を
受

け
て
新
宮
涼
民
・
新
宮
涼
閤
・
大
村
達
吉
・
秋
吉
雲
桂
が
医
術
的
な
議
論
を
行
い
治
療
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
②
八
月
二
十
五
日
か
ら
そ
の

知
見
を
本
に
ま
と
め
る
作
業
に
取
り
か
か
り
、
九
月
九
日
頃
に
「
コ
レ
ラ
病
論
」
と
し
て
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
、
を
説
明
し
、
③
「
コ

レ
ラ
病
論
」
に
書
状
を
添
え
て
速
や
か
に
江
戸
両
替
店
に
送
付
す
る
こ
と
、
④
こ
の
療
養
に
よ
り
京
都
で
は
コ
レ
ラ
患
者
の
九
割
は
活
命
・

全
快
し
て
い
る
こ
と
も
申
し
添
え
る
こ
と
、
⑤
江
戸
の
出
入
り
の
医
師
ら
を
呼
び
寄
せ
て
、
医
師
の
心
構
え
に
も
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
書

物
の
内
容
を
読
み
取
ら
せ
る
こ
と
、
を
指
示
し
て
い
る
。

「
コ
レ
ラ
病
論
」
は
実
際
に
安
政
五
年
九
月
に
右
の
医
師
ら
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
医
術
書
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
医
術
書
を
も
と
に
コ
レ

ラ
の
病
状
や
対
処
法
な
ど
を
記
し
て
い
る
（

）
24

。
同
書
の
序
文
に
は
「
焼
眉
ノ
急
患
ヲ
救
ン
ト
欲
シ
、
夜
ヲ
以
テ
日
ニ
ツ
ギ
、
八
月
廿
五
日
ヨ
リ

筆
ヲ
起
シ
、
九
月
二
日
ニ
至
リ
厪
ニ
草
ヲ
脱
セ
シ
ナ
レ
バ
字
句
ノ
生
熟
訳
解
ノ
雅
俗
校
正
ス
ル
ニ
遑
ア
ラ
ス
、
覧
者
ソ
ノ
用
ヲ
急
ニ
シ
テ
之

ヲ
ト
ガ
ム
ル
コ
ト
勿
レ
」
と
あ
る
。
史
料
六
の
内
容
と
あ
わ
せ
る
と
、
八
月
二
十
五
日
か
ら
作
成
を
始
め
、
九
月
二
日
に
脱
稿
、
九
月
九
日

頃
に
最
初
の
版
が
完
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
書
を
作
成
し
た
新
宮
家
は
三
井
出
入
り
の
医
師
で
あ
っ
た
。
新
宮
涼
閣
・
涼
民
は
「
コ
レ
ラ
病
論
」
出
版
前
後
に
高
福
の
も
と
を
頻
繁

に
訪
問
し
て
い
る
。
高
福
は
日
記
に
そ
の
日
の
来
訪
者
を
列
記
し
て
お
り
、
涼
閣
は
九
月
九
日
・
十
二
日
・
十
四
日
・
十
八
日
、
涼
民
は
八

月
十
八
日
・
二
十
六
日
、
九
月
二
十
三
日
に
見
え
る
（

）
25

。
高
福
は
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
同
書
を
涼
閤
・
涼
民
か
ら
直
接
納
本
さ
れ
た
の
か
も
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し
れ
な
い
。

三
井
で
は
高
福
を
通
じ
て
「
コ
レ
ラ
病
論
」
を
刊
行
直
後
に
入
手
し
、
各
店
舗
に
配
布
し
た
。
こ
れ
は
三
井
の
店
舗
の
取
り
組
み
と
い
う

よ
り
も
、
幕
末
三
井
の
総
帥
で
あ
る
高
福
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
垣
間
見
ら
れ
る
事
例
で
は
あ
る
が
、
各
店
舗
は
こ
れ
を
店
出
入
り
の
医
師

に
提
供
し
、
奉
公
人
の
治
療
に
あ
た
ら
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
井
の
各
店
舗
で
は
、
当
時
最
新
鋭
の
医
術
書
に
基
づ
く
医
療
を
も
っ
て
、

コ
レ
ラ
流
行
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
・
大
坂
市
中
の
コ
レ
ラ
患
者
の
治
療
に
も
間
接
的
に
貢
献
し
た
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
祈
祷

一
方
で
、
三
井
で
は
コ
レ
ラ
流
行
下
に
様
々
な
祈
祷
も
行
っ
て
い
た
。
列
記
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

八
月
二
十
三
日
、
江
戸
本
店
・
向
店
が
独
自
に
三
囲
山
に
代
参
し
、
護
摩
供
御
献
を
行
う
（

）
26

。

同
日
、
京
本
店
が
北
野
天
満
宮
で
奉
献
御
供
御
祈
祷
を
実
施
す
る
。

八
月
末
頃
、
大
坂
両
替
店
が
道
明
寺
・
天
満
宮
で
七
日
間
の
護
摩
祈
祷
を
行
う
（

）
27

。
大
坂
本
店
は
こ
れ
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
九
月
三
日
の

京
本
店
の
大
般
若
経
に
便
乗
し
て
い
る
。

八
月
末
頃
、
松
坂
店
が
伊
勢
両
宮
に
代
参
し
、
御
祓
を
受
け
京
本
店
に
御
札
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
札
は
九
月
一
日
に
大
坂
本
店
に
送
付

さ
れ
て
い
る
（

）
28

。

九
月
三
日
、
宅
々
・
店
々
安
全
の
た
め
京
本
店
が
大
般
若
経
を
執
行
す
る
。
こ
の
と
き
の
御
札
は
江
戸
・
大
坂
・
松
坂
の
各
店
舗
に
送
付

し
て
い
る
（

）
29

。

九
月
四
日
、
京
本
店
の
所
在
す
る
冷
泉
町
が
、
町
内
安
全
の
た
め
御
霊
社
で
御
千
度
を
実
施
し
て
い
る
。
京
本
店
か
ら
は
代
勤
一
名
、
子

供
三
名
を
派
遣
名
し
て
い
る
（

）
30

。

九
月
五
日
、
宅
々
・
店
々
安
全
の
た
め
、
三
井
北
家
の
屋
敷
で
千
巻
陀
羅
尼
を
執
行
し
、
各
店
舗
の
別
宅
・
支
配
人
ら
が
参
列
し
て
い
る
（

）
31

。
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江
戸
の
各
店
舗
に
大
札
一
、
小
札
六
，
御
供
の
洗
米
一
箱
を
配
布
、
大
坂
本
店
に
は
大
札
一
、
小
札
三
、
御
供
の
洗
米
と
餅
三
〇
〇
を
送
っ

て
い
る
。
こ
の
と
き
の
執
行
費
用
は
大
元
方
か
ら
支
出
し
て
お
り
、
金
一
両
二
歩
二
朱
・
銀
一
八
四
匁
二
分
一
厘
を
北
家
に
渡
し
て
い
る
（

）
32

。

九
月
十
日
、
冷
泉
町
の
西
隣
の
衣
棚
竪
大
恩
寺
町
が
、
疫
病
退
散
の
た
め
御
霊
社
で
御
千
度
を
実
施
し
て
い
る
。
京
本
店
か
ら
は
下
男
一

名
を
派
遣
し
て
い
る
（

）
33

。

九
月
十
五
日
、
北
野
天
満
宮
で
執
行
さ
れ
た
諸
民
安
全
の
祈
祷
に
参
加
し
、
厄
除
け
の
お
守
り
を
京
本
店
で
受
け
取
り
、
三
井
同
族
、
江

戸
・
大
坂
・
松
坂
の
各
店
舗
に
配
布
し
た
（

）
34

。

右
の
よ
う
に
、
八
月
後
半
か
ら
九
月
前
半
に
か
け
て
集
中
的
に
家
内
・
店
内
安
全
の
大
般
若
経
や
陀
羅
尼
な
ど
を
執
行
し
、
町
内
安
全
の

御
千
度
や
諸
民
安
全
の
祈
祷
に
参
列
し
て
い
る
。
当
時
最
新
鋭
の
医
術
的
対
処
を
導
入
し
つ
つ
も
、
疫
病
退
散
・
家
内
安
全
を
神
仏
に
祈
願

す
る
こ
と
で
、
未
知
の
流
行
病
の
猛
威
に
打
ち
克
と
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
市
中
へ
の
支
援
金
給
付

最
後
に
、
コ
レ
ラ
へ
の
対
応
と
し
て
、
難
渋
者
へ
の
支
援
金
給
付
の
形
跡
も
み
ら
れ
る
た
め
触
れ
て
お
き
た
い
。
コ
レ
ラ
流
行
も
終
息
に

向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
九
月
中
旬
、
大
坂
本
店
で
は
大
坂
市
中
の
住
民
を
対
象
に
、
コ
レ
ラ
で
家
族
を
亡
く
し
た
難
渋
者
へ
の
支
援
金
を
提
供

し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
支
援
金
は
総
額
銀
一
貫
八
〇
匁
（
銭
一
〇
〇
貫
文
相
当
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
支
援
金
は
大
元
方
か
ら
大
坂
本
店
に

提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
大
坂
本
店
を
窓
口
と
し
て
三
井
全
体
と
し
て
大
坂
の
難
渋
者
へ
の
支
援
金
を
提
供
し
た
も
の
と
も
い
え
る
（「
大
坂

本
店
渡
、
九
月
中
旬
市
中
一
統
急
病
多
死
去
難
渋
之
者
へ
惣
銭（
百
貫
）

舟
〆
文
代
（

）
35

」）。
こ
の
支
援
金
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
難
渋
者
に
給
付
さ
れ

た
の
か
実
態
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
疫
病
流
行
時
に
、
疫
病
に
伴
う
難
渋
者
限
定
の
支
援
金
を
わ
ず
か
な
が
ら
用
意
す
る
場
合
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
（

）
36

。
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（
1
）　
前
掲
野
村
論
文
。

（
2
）　「
江
戸
流
行
病
死
人
葬
高
」（
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
　
Ｆ
一
〇
〇
―
二
七
）。

（
3
）　「
江
戸
流
行
病
聞
書
」
安
政
五
年
八
月
と
推
定
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
三
六
一
―
一
一
）。
史
料
に
作
成
年
月
日
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
が
、
徳
川
斉
昭
の
蟄
居
（
七
月
、
史
料
中
に
去
月
と
あ
り
）、
フ
ラ
ン
ス
船
の
来
航
（
八
月
、
日
仏
修
好
通
商
条
約
締
結
の
た
め
の
初
来

航
）
な
ど
も
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
安
政
五
年
八
月
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）　
こ
の
と
き
、
巷
間
で
は
複
数
の
毒
水
情
報
が
飛
び
交
っ
て
い
た
よ
う
だ
（
今
井
秀
和
「
コ
ロ
リ
表
象
と
怪
異
」
前
掲
篠
原
ほ
か
編
書
、
一
四

二
～
一
四
三
頁
）。

（
5
）　「
永
書
」
安
政
五
年
九
月
一
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
三
八
）。

（
6
）　
こ
の
薬
は
文
政
五
年
の
コ
レ
ラ
流
行
時
に
も
み
え
る
。
そ
こ
で
は
大
坂
の
道
修
町
で
製
造
・
施
薬
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
市
中
に
配
布
さ
れ

て
い
た
（「
聞
書
」
文
政
五
年
九
月
条
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
四
六
）。

（
7
）　「
聞
書
」
安
政
五
年
八
月
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
四
七
）。

（
8
）　
江
戸
で
も
魚
を
媒
介
と
し
た
毒
水
の
間
接
摂
取
の
噂
が
出
回
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
「
七
月
下
旬
よ
り
頓
死
人
夥
敷
事
ニ
候
、
初
者
異
国
人

渡
来
よ
り
毒
薬
海
ニ
入
、
魚
類
数
多
か
死
ス
、
猟
師
是
取
市
中
売
歩
行
、
此
魚
喰
ひ
候
者
者
即
死
す
る
と
申
噂
よ
り
、
水
道
江
何
も
の
と
も
知

ら
す
毒
薬
入
候
悪
評
よ
り
、
様
々
申
触
候
へ
と
も
、
何
れ
も
取
留
す
而
已
ニ
而
全
時
候
暑
中
大
意
ニ
凌
能
、
残
暑
ニ
而
殊
之
外
厳
し
く
、
当
春

よ
り
雨
勝
、
彼
是
時
候
ニ
障
り
御
座
候
与
申
居
候
」
と
あ
り
、
外
国
人
が
毒
薬
を
海
に
入
れ
た
た
め
魚
が
多
数
死
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
の
魚
を

漁
師
が
売
っ
た
こ
と
で
食
べ
た
者
も
死
ん
だ
こ
と
、
犯
人
不
明
だ
が
上
水
に
毒
薬
を
入
れ
た
と
い
う
悪
評
も
出
回
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
こ
こ
で
は
漁
師
や
魚
屋
の
損
害
を
伝
え
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
大
坂
同
様
に
風
評
被
害
を
受
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（「
聞
書
」

安
政
五
年
九
月
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
四
七
）。

（
9
）　「
永
書
」
安
政
五
年
九
月
十
七
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
三
八
）。

（
10
）　「
江
戸
流
行
病
聞
書
」
安
政
五
年
八
月
ヵ
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
三
六
一
―
一
一
）。

（
11
）　「
無
番
状
之
留
」
安
政
五
年
九
月
十
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
八
一
五
）。
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（
12
）　
享
保
十
四
年
の
大
元
方
の
寄
会
の
記
録
に
「
店
々
土
蔵
造
故
、
別
而
暑
気
之
節
二
階
ニ
而
病
臥
居
申

事
可
為
難
義
と
察
、
養
生
場
所
取
立
候
事
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
江
戸
の
各
店
舗
が
土
蔵
造
り
の
た

め
、
特
に
夏
場
に
店
の
二
階
で
奉
公
人
の
病
気
療
養
を
さ
せ
る
の
に
難
義
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
療
養

施
設
を
設
け
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
（「
会
日
落
着
帳
」
享
保
十
一
年
七
月
四
日
条
、
三
井
文
庫
所
蔵

史
料
　
別
二
六
五
一
）。
江
戸
本
店
は
大
元
方
の
発
し
た
病
気
療
養
に
関
す
る
指
示
を
、
元
大
工
町
の

店
（
＝
中
店
）
に
通
知
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
享
保
年
間
末
以
降
、
江
戸
の
各
店
舗
の
病
人

（
重
度
で
あ
っ
た
り
長
期
療
養
の
必
要
な
者
か
）
は
中
店
に
収
容
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
13
）　「
法
名
扣
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
五
九
六
）。
江
戸
本
店
の
住
み
込
み
の
奉
公
人
が
大
半
を
占

め
る
が
、
一
部
下
男
・
召
仕
・
関
係
者
を
含
む
。
名
前
、
戒
名
、
没
年
月
日
、
出
身
地
な
ど
が
年
別
に

列
記
さ
れ
て
い
る
（
第
1
図
）。

（
14
）　「
無
番
状
之
留
」
安
政
五
年
八
月
二
十
三
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
八
一
五
）。

（
15
）　「
聞
書
」
安
政
五
年
九
月
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
四
七
）。

（
16
）　「
内
無
番
状
留
」
安
政
五
年
九
月
晦
日
、
江
戸
本
店
宛
京
本
店
書
状
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
八
〇
九
甲
）。

（
17
）　
来
店
者
数
の
概
数
を
記
す
際
に
使
わ
れ
る
表
現
で
あ
る
。
大
き
く
「
無
甲
斐
」「
賑
々
敷
」「
御
群
集
」
の
三
分
類
あ
り
、「
無
甲
斐
」
は
来

店
者
数
の
少
な
い
時
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
（
下
向
井
紀
彦
「
越
後
屋
に
よ
る
自
他
店
比
較
に
関
す
る
一
考
察
―
寛
政
年
間
を
中
心
に
―
」『
三

井
文
庫
論
叢
』
四
八
、
二
〇
一
四
年
、
一
三
二
～
一
三
三
頁
）。

（
18
）　「
内
無
番
状
留
」
安
政
五
年
九
月
晦
日
、
向
店
宛
京
本
店
書
状
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
八
〇
九
甲
）。

（
19
）　「
江
戸
流
行
病
聞
書
」
安
政
五
年
八
月
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
一
三
六
一
―
一
一
）。

（
20
）　
玉
川
上
水
は
玉
川
を
取
水
源
と
す
る
上
水
で
、
取
水
口
は
羽
村
に
存
在
す
る
。
他
方
、
神
田
上
水
は
主
な
取
水
源
を
井
の
頭
池
と
す
る
上
水

で
あ
り
、
基
本
的
に
は
玉
川
上
水
と
別
系
統
の
上
水
で
あ
る
。［
史
料
一
］
で
言
及
さ
れ
て
い
た
四
谷
・
赤
坂
・
芝
を
流
れ
る
上
水
は
青
山
上

水
、
神
田
・
浅
草
方
面
は
千
川
上
水
で
、
と
も
に
玉
川
上
水
か
ら
の
分
水
で
あ
っ
た
。
日
本
橋
方
面
の
上
水
は
神
田
上
水
で
あ
っ
た
。

第 １図　法名扣
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（
21
）　「
コ
レ
ラ
病
論
」（
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
　
Ｎ
六
〇
〇
―
二
）。
三
井
文
庫
所
蔵
本
は
三
井
の
各
家
や
各
店
舗
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で

は
な
く
、
三
井
家
編
纂
室
が
三
井
高
福
参
考
史
料
と
し
て
明
治
四
十
四
年
に
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
編
は
古
書
店
で
購
入
し
、
後
編
は

『
日
本
疾
病
史
』
の
著
者
・
富
士
川
游
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
22
）　「
江
戸
別
紙
留
」
安
政
五
年
九
月
十
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
七
二
二
）。

（
23
）　
こ
の
ほ
か
、「
コ
レ
ラ
病
論
」
送
付
に
つ
い
て
は
、
京
両
替
店
か
ら
江
戸
両
替
店
へ
の
書
状
（「
大
坂
別
紙
留
」
安
政
五
年
九
月
十
日
条
、
三

井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
七
八
〇
甲
）
や
、
京
本
店
か
ら
江
戸
三
店
・
大
坂
本
店
宛
の
書
状
の
写
（「
無
番
状
之
留
」
安
政
五
年
九
月
十
日
条
、

三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
八
一
五
）
も
確
認
で
き
る
。

（
24
）　
た
だ
し
現
代
医
学
か
ら
見
た
場
合
、
無
効
な
内
容
だ
と
い
う
（
前
掲
鈴
木
論
文
、
二
一
頁
）。

（
25
）　「
手
控
日
記
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
北
三
〇
三
）。

（
26
）　「
無
番
状
之
留
」
安
政
五
年
八
月
二
十
三
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
八
一
五
）。

（
27
）　「
聞
書
」
安
政
五
年
八
月
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
四
七
）。

（
28
）　「
無
番
状
之
留
」
安
政
五
年
九
月
一
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
八
一
五
）。

（
29
）　「
永
書
」
安
政
五
年
九
月
三
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
三
八
）、「
無
番
状
之
留
」
安
政
五
年
九
月
五
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　

別
八
一
五
）。
そ
の
他
、
御
札
・
御
洗
米
を
別
宅
に
配
布
し
、
糸
見
世
に
も
大
札
一
枚
、
糸
見
世
の
別
宅
に
も
小
札
一
枚
ず
つ
配
布
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。

（
30
）　「
永
書
」
安
政
五
年
九
月
四
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
三
八
）。

（
31
）　「
無
番
状
之
留
」
安
政
五
年
九
月
六
日
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
八
一
五
）。

（
32
）　「
大
元
方
勘
定
目
録
」
安
政
五
年
秋
季
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
続
二
四
〇
八
）。

（
33
）　「
永
書
」
安
政
五
年
九
月
十
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
三
八
）。

（
34
）　「
永
書
」
安
政
五
年
九
月
十
五
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
三
八
）。

（
35
）　「
大
元
方
勘
定
目
録
」
安
政
五
年
秋
季
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
続
二
四
〇
八
）。
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（
36
）　
困
窮
者
へ
の
支
援
金
は
近
世
の
様
々
な
流
行
病
蔓
延
時
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
い
く
つ
も
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
鈴
木
則
子
著

書
一
六
二
～
一
七
五
頁
、
磯
田
道
史
『
感
染
症
の
日
本
史
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
二
〇
年
、
七
七
～
七
八
頁
、
安
藤
優
一
郎
『
江
戸
幕
府
の
感
染

症
対
策
』
集
英
社
、
二
〇
二
〇
年
、
七
八
～
一
三
三
頁
、
な
ど
）。

二
　
文
久
二
年
の
麻
疹
・
コ
レ
ラ
流
行
と
越
後
屋

1
　
文
久
二
年
の
麻
疹
流
行
に
つ
い
て

麻
疹
（
は
し
か
）
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
全
身
性
伝
染
病
で
、
空
気
・
飛
沫
等
に
よ
っ
て
感
染
す
る
。
現
在
で
は
主
に
幼
児
期
に
罹
る
病
気

だ
が
、
か
つ
て
は
死
亡
率
の
高
い
疾
病
で
あ
っ
た
。
罹
患
す
る
と
終
生
免
疫
を
得
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
麻
疹

大
流
行
で
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
大
流
行
の
未
経
験
者
を
中
心
に
感
染
拡
大
し
た
。

こ
の
と
き
の
麻
疹
は
、
二
月
に
長
崎
に
上
陸
す
る
と
、
東
に
向
か
っ
て
感
染
拡
大
し
て
上
方
に
広
が
っ
た
。
五
月
頃
に
は
京
都
で
流
行
し
、

六
月
下
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
。
江
戸
で
は
麻
疹
に
罹
っ
た
修
行
僧
の
江
戸
入
り
を
契
機
に
五
月
末
か
ら
感
染
拡
大
し
、
七
月
上
旬
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
ま
た
、
こ
の
年
は
コ
レ
ラ
も
流
行
し
た
。
発
生
地
・
感
染
ル
ー
ト
は
不
明
だ
が
、
江
戸
で
は
八
月
上
旬
、
京
都
で
八
月

中
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
い
う
。

2
　
三
井
各
店
舗
で
の
被
害
状
況

（
一
）
京
本
店
の
被
害
状
況

そ
れ
で
は
三
井
各
店
舗
の
状
況
を
み
て
み
た
い
。
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
と
異
な
り
、
文
久
二
年
の
麻
疹
に
つ
い
て
は
京
本
店
の
記
録
が
充
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師
相
招
専
療
養
加
江
罷
在
候

こ
れ
は
五
月
二
十
九
日
の
業
務
日
誌
で
、
文
久
の
麻
疹
記
事
の
初
出
で
あ
る
。
五
月
に
入
り
子
供
一
名
・
下
男
一
名
が
麻
疹
に
罹
り
、
そ

れ
以
来
店
内
で
次
々
に
罹
患
者
が
出
て
お
り
、
店
出
入
り
の
医
師
を
呼
び
治
療
を
施
し
て
い
た
よ
う
だ
。
五
月
末
の
罹
患
者
、
六
月
中
旬
の

罹
患
者
が
業
務
日
誌
に
記
述
さ
れ
て
い
る
（
第
4
表
）。
五
月
末
時
点
で
、
奉
公
人
三
九
名
・
下
男
一
四
名
の
合
計
五
三
名
が
麻
疹
に
罹
っ

て
い
る
。
順
次
臥
せ
る
状
況
で
あ
る
が
、
重
傷
者
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
業
務
日
誌
に
は
二
四
、
五
歳
以
下
の
者
が
主
に
罹
患
し
て

い
る
と
記
し
て
い
る
。
一
方
、
六
月
中
旬
に
は
奉
公
人
六
四
名
・
下
男
一
三
名
の
合
計
七
七
名
が
感
染
し
て
い
る
。
六
月
中
旬
に
な
る
と
多

く
は
順
次
回
復
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
の
「
廻
り
年
」（
自
分
の
干
支
の
年
、
小
厄
）
の
者
が
全
員
感
染
し
て
い
た
と
し
て
い
る
（

）
2

。
特
に
、

実
し
て
い
る
。

京
本
店
で
は
、
京
で
の
麻
疹
流
行
を
四
月
上
旬
頃
か

ら
と
認
識
し
て
い
た
。
五
月
以
降
、
京
本
店
内
に
麻
疹

の
感
染
者
が
現
れ
、
奉
公
人
の
間
で
感
染
拡
大
し
た
。

［
史
料
七
（

）
1

］

先
月
上
旬
頃
よ
り
世
上
一
体
麻
疹
流
行
致
し
候
儀

共
、
店
表
之
処
格
別
之
義
も
無
之
候
ニ
付
、
安
堵

致
し
居
候
処
、
当
月
差
入
頃
、
子
供
壱
人
・
下
男

壱
人
相
煩
付
、
夫
よ
り
追
々
相
煩
候
ニ
付
、
御
医

第 4表　文久 2 年の京本店の麻疹罹患者

職階 種別 合計 5 月末
罹患

6 月中
旬罹患

元締
別宅 5 0 0元方掛名代格

通勤支配役店詰切

支配役

役付 16 1 1
組頭役
役頭役
上座役

筆頭
平 21 6 17相談役

平

三年目
初元 17 9 16二年目

初元

角前髪
子供 31 23 30

丸額

奉公人合計 90 39 64

下男 下男 22 14 13

出所�）　①「永 書」（三 井 文 庫 所 蔵 史 料　本 138）、②
「店々人数書帳」（三井文庫所蔵史料　本 1098）、
③「小遣方目録」（三井文庫所蔵史料　続 4575）。

注�）　罹患者数は①、奉公人の人数は②、下男の人数は
③を参考にした。
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初
元
一
七
名
の
う
ち
、
五
月
末
に
九
名
、
六
月
中
旬
に
一
六
名
、
子
供
三
一
名
の
う
ち
、
五
月
末
に
二
三
名
、
六
月
中
旬
に
三
〇
名
が
麻
疹

に
罹
っ
て
い
る
。
初
元
・
子
供
は
文
久
二
年
の
麻
疹
に
ほ
ぼ
全
員
罹
患
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

京
本
店
の
罹
患
者
を
見
る
限
り
、
特
に
子
供
や
若
手
の
手
代
の
罹
患
が
顕
著
で
あ
り
、
ベ
テ
ラ
ン
の
役
付
や
暖
簾
分
け
し
た
別
宅
手
代
は

ほ
と
ん
ど
罹
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
天
保
七
年
の
麻
疹
大
流
行
を
経
験
し
て
い
る
か
否
か
が
明
暗
を
分
け
て
い
る
。
天
保

七
年
＝
一
八
三
六
年
に
生
ま
れ
た
場
合
、
文
久
二
年
＝
一
八
六
二
年
に
は
数
え
年
で
二
七
歳
に
な
っ
て
い
る
。
天
保
七
年
生
ま
れ
の
者
が
京

本
店
に
勤
め
、
こ
の
年
齢
ま
で
勤
務
し
続
け
ら
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
職
階
で
は
平
の
筆
頭
ま
で
昇
進
で
き
る
。
つ
ま
り
、
天
保
七
年
の
麻

疹
経
験
者
は
筆
頭
以
上
の
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
第
4
表
と
比
較
し
た
と
き
、
罹
患
者
は
平
の
筆
頭
以
下
に
集
中
し
て
い
る
。
役

付
の
上
座
役
以
上
の
罹
患
者
は
五
月
末
・
六
月
中
旬
に
一
名
ず
つ
記
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
同
一
人
物
か
、
別
々
の
人
物
か
は
不

明
）。
京
本
店
に
お
い
て
も
、
天
保
七
年
の
麻
疹
大
流
行
の
未
経
験
者
が
罹
患
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

京
本
店
の
ほ
ぼ
全
て
の
若
年
層
が
感
染
し
臥
せ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
別
の
記
事
か
ら
も
わ
か
る
。
八
月
二
十
二
日
の
業
務
日
誌
に
次
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。

［
史
料
八
（

）
3

］

一
当
春
中
丸
勤
之
者
三
日
割
と
し
て
今
日
よ
り
出
役
申
付
差
出
し
申
候

　
　
但
、
筆
頭
以
下
子
供
ニ
至
迄
流
行
麻
疹
相
煩
、
丸
勤
無
之
、
役
人
中
斗
ニ
御
座
候

こ
こ
で
は
、
①
文
久
二
年
上
半
期
の
「
丸
勤
」（
数
時
間
程
度
の
欠
勤
者
（

）
4

）
に
三
日
間
の
特
別
休
暇
を
本
日
よ
り
許
可
す
る
、
②
し
か
し
、

平
筆
頭
か
ら
子
供
ま
で
流
行
麻
疹
に
罹
り
、
丸
勤
は
い
な
い
。
該
当
者
は
役
付
手
代
に
い
る
の
み
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
上
半
期
の
丸
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勤
に
与
え
ら
れ
る
特
別
休
暇
を
取
得
で
き
た
若
年
層
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

奉
公
人
の
な
か
に
は
自
宅
で
の
療
養
を
指
示
さ
れ
て
一
時
帰
宅
し
た
者
も
い
た
（

）
5

。
京
本
店

の
業
務
日
誌
に
は
、
療
養
の
た
め
に
自
宅
に
戻
っ
た
者
、
回
復
し
た
た
め
職
場
復
帰
し
た
者

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
5
表
に
確
認
で
き
た
も
の
を
ま
と
め
た
。
五
月
中
旬
か
ら
六
月
後

半
に
か
け
て
、
八
名
の
奉
公
人
に
自
宅
療
養
が
指
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
少
な
く
と

も
五
名
は
麻
疹
と
判
断
で
き
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
子
供
か
ら
平
筆
頭
ま
で
の
若
年
層
ば
か

り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
大
半
の
者
は
回
復
後
、
京
本
店
に
復
帰
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
病
状
が
回
復
し
な
か
っ
た
の
か
、
自
宅
療
養
の
ま
ま
退
職
し
た
も
の
も
一
名
い
る
。
幕

末
頃
の
京
本
店
の
奉
公
人
の
ほ
と
ん
ど
は
京
市
中
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
た
。
京
都
に
は
い
く

つ
か
の
下
屋
敷
や
店
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
罹
患
者
の
隔
離
・
療
養
施
設
と
し
て

利
用
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
、
八
月
以
降
、
自
宅
療
養
者
が
二
名
い
る
。
彼
ら
は
時

期
的
に
コ
レ
ラ
が
別
の
病
気
に
よ
る
自
宅
療
養
の
可
能
性
も
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
麻
疹
は
六
月
に
入
っ
て
も
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
京
本
店

の
運
営
に
も
影
響
が
出
始
め
て
い
た
。

［
史
料
九
（

）
6

］

一
頃
日
麻
疹
専
流
行
ニ
而
、
多
人
数
引
籠
居
候
ニ
付
、
月
並
御
寄
会
御
延
引
い
た
し
、
役
人
中
丈
ケ
立
寄
会
相
務
申
候

一
家
内
無
人
ニ
付
、
相
続
講
之
衆
四
人
相
頼
申
候

第 5表　病気による京本店の一時帰宅者（文久 2 年）

No. 名前 職階 理由 下宿日時 帰店日時 退職日時

1 山本万三郎 子供 不明 5 月17日 6 月28日
2 今井助三郎 初元 不明 5 月23日 8 月26日
3 東川重次郎 子供 不明 6 月 2 日 不明
4 岡本惣吉 角前髪 麻疹 6 月 3 日 不明
5 福島安次郎 子供 麻疹 6 月 3 日 不明
6 川野友三郎 平 麻疹 6 月17日 不明
7 田中文三郎 平 麻疹 6 月21日 7 月23日
8 白井市三郎 平筆頭 麻疹 不明 7 月19日

9 野村孫三郎 新三年目 不明 8 月22日 不明
10 松岡松太郎 平 不明 閏 8 月 9 日 10月28日

出所）　「名代言送帳」（三井文庫所蔵史料　別 1780）。
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こ
れ
は
六
月
四
日
の
業
務
日
誌
の
一
節
で
あ
る
。
京
本
店
で
は
、
麻
疹
流
行
で
大
勢
の
奉
公
人
が
臥
せ
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
奉
公
人

の
参
加
す
る
月
例
会
議
（
月
並
寄
会
）
を
延
期
し
、
動
け
る
役
付
手
代
の
み
の
簡
単
な
会
合
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
京
本
店
内
が
「
無
人
」

の
た
め
、
相
続
講
（
暖
簾
分
け
し
た
奉
公
人
の
互
助
組
織
）
の
構
成
員
四
名
に
手
伝
い
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
定
例
の

会
議
は
開
け
ず
、
店
頭
で
働
く
奉
公
人
も
不
足
す
る
有
様
だ
っ
た
。
会
議
は
簡
単
な
打
ち
合
わ
せ
に
と
ど
め
て
延
期
す
れ
ば
良
い
が
、
人
員

不
足
は
店
の
運
営
に
か
か
わ
る
。
京
本
店
は
呉
服
店
部
門
の
事
業
本
部
兼
仕
入
店
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
店
頭
販
売
を
主
と
す
る
江
戸
・
大
坂

の
営
業
店
舗
よ
り
も
少
人
数
で
運
営
で
き
る
。
京
本
店
で
は
相
続
講
構
成
員
に
声
を
か
け
て
、
必
要
最
低
限
の
即
応
要
員
を
確
保
す
る
こ
と

で
人
員
不
足
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
京
本
店
で
実
施
予
定
だ
っ
た
六
月
の
各
種
行
事
も
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
六
月
二
日
・
三
日
に
実
施
す
る
予

定
だ
っ
た
大
規
模
清
掃
も
麻
疹
罹
患
者
多
数
に
よ
り
延
期
し
た
（

）
7

。
こ
れ
は
天
保
七
年
六
月
以
来
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
大
規
模
な
一
斉
清
掃

で
、
結
局
八
月
十
三
日
に
台
所
、
十
四
日
に
店
内
を
清
掃
し
て
い
る
。
ま
た
六
月
十
三
日
に
は
、
定
例
の
店
内
清
掃
を
実
施
し
て
い
る
も
の

の
、
人
手
の
必
要
な
煤
払
い
は
中
止
し
て
い
る
（

）
8

。

六
月
に
毎
年
行
っ
て
い
る
涼
み
の
休
息
も
麻
疹
感
染
者
多
数
に
よ
り
延
期
と
な
っ
た
（

）
9

。
こ
れ
も
三
ヶ
月
遅
れ
た
閏
八
月
十
四
日
か
ら
七
日

間
、
奉
公
人
に
特
別
休
暇
を
与
え
て
適
宜
休
息
を
と
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
麻
疹
感
染
者
続
出
に
よ
っ
て
六
月
以
降
様
々
な
行
事
を
中

止
・
延
期
し
て
い
た
。
八
月
前
半
に
麻
疹
流
行
が
終
息
し
、
よ
う
や
く
遅
れ
て
い
た
行
事
を
実
施
で
き
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
江
戸
・
大
坂
の
状
況

そ
れ
で
は
江
戸
・
大
坂
で
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
た
と
え
ば
、
京
本
店
の
業
務
日
誌
の
六
月
十
六
日
条
に
江
戸
の
店
舗
で
の
麻
疹
流
行
の
様

子
を
略
記
し
て
あ
り
、
高
齢
者
は
軽
症
で
、
若
手
ほ
ど
重
症
に
な
る
傾
向
で
あ
っ
た
と
い
う
（

）
10

。
京
本
店
同
様
、
若
年
層
の
奉
公
人
に
罹
患
者
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が
出
て
い
た
よ
う
だ
。
江
戸
の
奉
公
人
の
な
か
に
は
、
不
幸
に
も
上
京
し
た
際
に
麻
疹
に
罹
る
者
も
い
た
（

）
11

。
た
と
え
ば
、
江
戸
本
店
の
前
川

半
次
郎
は
業
務
で
上
京
し
た
際
に
麻
疹
に
罹
り
、
京
都
で
療
養
し
て
い
る
（
六
月
二
十
七
日
条
）。
療
養
後
、
た
だ
ち
に
出
発
し
て
江
戸
に

戻
っ
て
い
る
（
七
月
四
日
・
七
日
条
）。
ま
た
、
江
戸
本
店
の
永
井
庄
兵
衛
は
中
休
（
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
奉
公
人
に
与
え
ら
れ
る
特

別
長
期
休
暇
）
で
上
京
中
に
麻
疹
に
罹
っ
た
。
貴
重
な
中
休
を
棒
に
振
っ
た
も
の
の
無
事
回
復
し
、
回
復
後
に
江
戸
に
戻
っ
て
い
る
（
六
月

十
八
日
条
）。
麻
疹
流
行
下
の
越
後
屋
を
結
節
点
と
す
る
遠
隔
地
と
の
物
流
・
交
通
は
平
時
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。
江
戸
・
大
坂
の
奉
公
人
や
、
各
地
の
仕
入
先
や
取
引
先
の
関
係
者
な
ど
多
く
の
人
々
も
京
本
店
を
訪
れ
て
い
る
。
京
で
麻
疹
に
罹
る

京
以
外
の
人
々
も
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
あ
る
（
場
合
に
よ
っ
て
は
京
の
外
に
麻
疹
を
持
ち
出
し
た
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
）。

こ
の
時
期
の
江
戸
の
各
店
舗
と
大
坂
の
店
舗
に
つ
い
て
は
、「
厚
勤
録
」
と
い
う
史
料
に
よ
り
、
手
代
と
子
供
の
皆
勤
者
（

）
12

、
欠
勤
者
、
欠

勤
日
数
が
わ
か
る
（

）
13

。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
の
各
店
舗
の
皆
勤
者
を
表
に
ま
と
め
た
。
第
6
表
は
江

戸
本
店
、
第
7
表
は
向
店
、
第
8
表
は
芝
口
店
、
第
9
表
は
大
坂
本
店
の
数
字
で
あ
る
。

各
店
舗
の
文
久
二
年
の
上
半
期
を
み
て
み
る
と
、
江
戸
本
店
の
手
代
が
六
一
名
中
七
名
、
子
供
無
し
、
向
店
の
手
代
が
四
一
名
中
一
五
名
、

子
供
無
し
、
芝
口
店
の
手
代
が
二
六
名
中
五
名
、
子
供
無
し
、
大
坂
本
店
の
手
代
が
七
五
名
中
一
九
名
、
子
供
無
し
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ

る
。
他
の
年
の
皆
勤
者
数
と
比
べ
る
と
、
文
久
二
年
上
半
期
の
み
皆
勤
者
率
が
極
端
に
低
く
、
特
に
子
供
は
全
て
の
店
舗
で
皆
勤
者
が
い
な

い
。
江
戸
・
大
坂
の
各
店
舗
で
は
、
麻
疹
の
流
行
に
よ
り
欠
勤
者
が
多
数
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
逆
に
欠
勤
者
は
江
戸
本
店
一
一
二
名
、

向
店
六
四
名
、
芝
口
店
五
三
名
、
大
坂
本
店
一
一
七
名
で
、
江
戸
の
三
店
舗
の
欠
勤
者
を
合
計
す
る
と
二
二
九
名
で
あ
る
。
芝
口
店
の
店
名

前
は
松
坂
屋
八
助
で
あ
る
た
め
、「
越
後
屋
」
に
含
ま
な
い
場
合
、
越
後
屋
の
罹
患
者
は
一
七
六
名
と
な
る
。
欠
勤
者
が
全
員
麻
疹
罹
患
者

だ
と
し
た
場
合
、
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
越
後
屋
の
罹
患
者
二
〇
〇
名
と
い
う
噂
は
、
一
店
舗
と
し
て
は
多
す
ぎ
る
も
の
の
、
江
戸
の
三
店
舗

あ
る
い
は
駿
河
町
の
店
舗
の
数
値
と
し
て
は
大
き
く
外
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
右
で
触
れ
た
よ
う
に
、「
厚
勤
録
」
に
は
欠
勤
者
の
名
前
と
と
も
に
欠
勤
日
数
も
記
載
し
て
い
る
。
試
み
に
江
戸
本
店
の
欠
勤
者

の
欠
勤
日
数
を
数
年
分
抽
出
し
、
三
日
ご
と
に
区
切
っ
て
整
理
し
て
み
た
（
第
10
表
）。
通
常
、
欠
勤
日
数
は
手
代
・
子
供
と
も
に
四
～
一

二
日
付
近
に
集
中
し
て
い
る
（

）
14

。
し
か
し
、
麻
疹
の
大
流
行
し
た
文
久
二
年
上
半
期
を
見
て
み
る
と
、
手
代
で
一
三
～
三
〇
日
、
子
供
で
二
二

～
三
〇
日
付
近
に
集
中
し
て
い
る
。
麻
疹
に
罹
っ
た
場
合
、
二
〇
日
近
く
療
養
せ
ざ
る
を
え
な
い
者
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
麻
疹

第 6表　江戸本店の皆勤者� （単位　人）

手代 子供

人数 内、皆勤 割合 人数 内、皆勤 割合

嘉永 4 年 下 77 33 43% 65 33 51%

嘉永 5 年
上 88 32 36% 57 28 49%
下 89 35 39% 64 37 58%

嘉永 6 年
上 86 32 37% 67 33 49%
下 81 33 41% 73 40 55%

安政元年
上 76 32 42% 75 33 44%
下 88 25 28% 64 31 48%

安政 2 年
上 89 25 28% 76 23 30%
下 90 45 50% 48 18 38%

安政 3 年
上 83 29 35% 46 15 33%
下 86 22 26% 45 19 42%

安政 4 年
上 74 16 22% 50 29 58%
下 76 20 26% 41 9 22%

安政 5 年
上 79 26 33% 43 12 28%
下 81 17 21% 46 13 28%

安政 6 年
上 76 18 24% 53 30 57%
下 79 35 44% 64 37 58%

万延元年
上 66 35 53% 60 29 48%
下 67 26 39% 71 33 46%

文久元年
上 67 15 22% 65 18 28%
下 62 19 31% 60 34 57%

文久 2 年
上 61 7 11% 58 0 0%
下 65 14 22% 60 14 23%

文久 3 年
上 65 28 43% 45 13 29%
下 74 37 50% 45 13 29%

万治元年
上 56 21 38% 39 9 23%
下 63 33 52% 34 31 91%

慶応元年
上 60 28 47% 42 18 43%
下 58 14 24% 44 16 36%

慶応 2 年
上 56 14 25% 44 16 36%
下 56 32 57% 56 37 66%

慶応 3 年 上 55 21 38% 59 25 42%

出所）　「厚勤録」（三井文庫所蔵史料　別 138、別 149）。
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に
罹
患
す
る
と
、
長
期
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
先
に
掲
げ
た
第
3
表
を
見
る
と
、
江
戸
本
店
で
は
文
久
二
年
に
一
四
名
の
死
者
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
一
年
間
の
死
者
数
と
し
て

は
記
録
中
最
多
で
あ
る
。
月
別
の
死
者
は
一
月
に
一
名
、
七
月
に
二
名
、
八
月
に
七
名
、
閏
八
月
に
二
名
、
十
月
・
十
一
月
に
一
名
ず
つ
で

あ
る
。
七
月
か
ら
閏
八
月
の
間
に
一
一
名
亡
く
な
っ
て
お
り
、
う
ち
七
名
が
八
月
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
八
月
の
死
者
数
は
月
別
の
死
者

第 7表　向店の皆勤者� （単位　人）

手代 子供

人数 内、皆勤 割合 人数 内、皆勤 割合

嘉永 4 年 下 55 18 33% 27 12 44%

嘉永 5 年
上 56 21 38% 28 13 46%
下 55 19 35% 28 10 36%

嘉永 6 年
上 50 23 46% 33 17 52%
下 50 21 42% 33 16 48%

安政元年
上 47 13 28% 36 19 53%
下 46 16 35% 36 16 44%

安政 2 年
上 48 20 42% 35 11 31%
下 47 25 53% 36 21 58%

安政 3 年
上 47 16 34% 23 13 57%
下 46 21 46% 24 9 38%

安政 4 年
上 49 18 37% 23 16 70%
下 46 23 50% 26 9 35%

安政 5 年
上 41 17 41% 28 15 54%
下 41 16 39% 28 18 64%

安政 6 年
上 41 22 54% 29 20 69%
下 39 22 56% 28 20 71%

万延元年
上 36 19 53% 36 13 36%
下 39 24 62% 39 26 67%

文久元年
上 39 28 72% 40 18 45%
下 39 19 49% 40 22 55%

文久 2 年
上 41 15 37% 38 0 0%
下 41 11 27% 38 9 24%

文久 3 年
上 41 22 54% 38 20 53%
下 43 20 47% 36 21 58%

万治元年
上 40 22 55% 39 24 62%
下 42 26 62% 37 21 57%

慶応元年
上 42 25 60% 37 19 51%
下 42 28 67% 32 12 38%

慶応 2 年
上 38 18 47% 41 24 59%
下 36 21 58% 43 22 51%

慶応 3 年 上 38 23 61% 41 17 41%

出所）　「厚勤録」（三井文庫所蔵史料　別 138、別 149）。
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数
と
し
て
記
録
中
最
多
で
あ
る
。
八
月
は
麻
疹
流
行
の
ピ
ー
ク
か
ら
遅
れ
、
終
息
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
る
た
め
、
こ
の
死
者
の
多

く
は
コ
レ
ラ
罹
患
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

右
の
第
6
表
～
第
9
表
で
コ
レ
ラ
の
流
行
し
た
安
政
五
年
上
半
期
、
文
久
二
年
下
半
期
を
見
る
と
、
他
の
年
よ
り
若
干
皆
勤
者
数
は
少
な

い
も
の
の
多
く
の
皆
勤
者
が
い
る
。
ま
た
、
第
10
表
で
欠
勤
者
日
数
を
見
て
も
、
欠
勤
日
数
に
特
異
な
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
冒
頭
で
述
べ

第 8表　芝口店の皆勤者� （単位　人）

手代 子供

人数 内、皆勤 割合 人数 内、皆勤 割合

嘉永 4 年 下 49 31 63% 36 29 81%

嘉永 5 年
上 50 19 38% 42 28 67%
下 54 16 30% 35 26 74%

嘉永 6 年
上 51 19 37% 39 28 72%
下 55 31 56% 38 28 74%

安政元年
上 51 22 43% 35 11 31%
下 53 20 38% 40 27 68%

安政 2 年
上 52 21 40% 36 18 50%
下 43 28 65% 25 17 68%

安政 3 年
上 40 21 53% 20 16 80%
下 38 28 74% 18 18 100%

安政 4 年
上 38 23 61% 22 17 77%
下 33 21 64% 18 13 72%

安政 5 年
上 32 20 63% 19 15 79%
下 34 24 71% 18 14 78%

安政 6 年
上 35 22 63% 19 12 63%
下 33 18 55% 24 21 88%

万延元年
上 31 11 35% 31 22 71%
下 32 15 47% 29 25 86%

文久元年
上 31 16 52% 29 19 66%
下 31 20 65% 30 23 77%

文久 2 年
上 26 5 19% 32 0 0%
下 25 12 48% 24 10 42%

文久 3 年
上 24 16 67% 22 13 59%
下 24 24 100% 23 16 70%

万治元年
上 26 18 69% 21 10 48%
下 27 19 70% 22 15 68%

慶応元年
上 28 20 71% 20 16 80%
下 26 17 65% 20 16 80%

慶応 2 年
上 29 15 52% 21 15 71%
下 30 24 80% 25 20 80%

慶応 3 年 上 29 21 72% 23 11 48%

出所）　「厚勤録」（三井文庫所蔵史料　別 138、別 149）。
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た
よ
う
に
、
コ
レ
ラ
は
汚
染
水
等
を
介
し
て
経
口
感
染
し
、
早
け
れ
ば
数
日
で
亡
く
な
る
感
染
症
で
あ
っ
た
。
越
後
屋
に
お
い
て
、
コ
レ
ラ

は
罹
患
者
を
隔
離
収
容
し
て
感
染
予
防
を
徹
底
す
れ
ば
爆
発
的
な
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
感
染
す
る
と
長
期
療
養
し
て
復

帰
で
き
る
見
込
み
の
少
な
い
、
致
死
率
の
高
い
病
気
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
逆
に
麻
疹
は
空
気
や
飛
沫
を
介
し
て
感
染
す
る
た
め
、
大
勢
の

奉
公
人
が
住
み
込
み
で
働
く
大
店
で
は
一
気
に
感
染
拡
大
す
る
。
罹
患
す
る
と
長
期
間
の
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
適
切
な
治
療
を
加

第 9表　大坂本店の手代・子供の皆勤人数� （単位　人）

手代 子供

人数 内、皆勤 割合 人数 内、皆勤 割合

嘉永 4 年 下 92 66 72% 63 47 75%

嘉永 5 年
上 86 57 66% 66 36 55%
下 88 65 74% 62 53 85%

嘉永 6 年
上 88 56 64% 65 38 58%
下 90 72 80% 66 53 80%

安政元年
上 87 65 75% 65 49 75%
下 90 65 72% 61 48 79%

安政 2 年
上 86 63 73% 60 35 58%
下 87 59 68% 59 33 56%

安政 3 年
上 88 54 61% 63 34 54%
下 89 64 72% 60 38 63%

安政 4 年
上 88 44 50% 63 23 37%
下 94 76 81% 63 38 60%

安政 5 年
上 89 59 66% 64 22 34%
下 90 67 74% 67 54 81%

安政 6 年
上 88 63 72% 62 31 50%
下 90 60 67% 67 54 81%

万延元年
上 87 58 67% 64 43 67%
下 86 59 69% 62 45 73%

文久元年
上 80 44 55% 62 44 71%
下 79 43 54% 60 40 67%

文久 2 年
上 75 19 25% 61 0 0%
下 68 27 40% 57 27 47%

文久 3 年
上 57 42 74% 123 86 70%
下 68 47 69% 59 43 73%

万治元年
上 69 46 67% 64 41 64%
下 70 49 70% 58 35 60%

慶応元年
上
下 66 51 77% 55 43 78%

慶応 2 年
上
下 63 54 86% 55 48 87%

慶応 3 年 上 62 50 81% 54 32 59%

出所）　「厚勤録」（三井文庫所蔵史料　別 138、別 149）。
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え
る
こ
と
で
死
に
は
至
ら
ず
、
治
癒
後
に
現
場
復
帰
で
き
る
病
気
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
店
の
営
業
へ
の
影
響

麻
疹
の
流
行
は
店
の
営
業
に
も
若
干
影
響
を
与
え
て
い
る
。
江
戸
本
店
の
場
合
、
売
掛
金
の
回
収
に
苦
慮
し
て
い
た
。

［
史
料
一
〇
（

）
15

］

盆
前
拠
印
売
掛
御
取
入
之
義
、
近
来
売
先
格
別
御
鍛
精
誠
御
厚
配
御
座
候
へ
共
、
盆
前
市
中
一
躰
流
行
病
相
煩
、
店
表
迚
も
多
人
数
引

籠
居
、
精
誠
御
工
面
御
座
候
処
、
存
念
之
通
難
行
届
、
近
来
之
残
り
高
有
之
、
於
其
後
追
々
御
取
入
出
来
候
へ
共
、
未
大
銀
之
残
高
ニ

候
へ
者
、
猶
又
御
手
段
ヲ
以
不
遠
内
皆
済
同
様
御
取
納
御
吉
左
右
可
被
仰
聞
候
（
後
略
）

こ
れ
は
、
京
本
店
か
ら
江
戸
に
派
遣
さ
れ
た
重
役
が
、
帰
京
後
に
京
本
店
に
提
出
し
た
報
告
書
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
江
戸
の
様
子

を
伝
え
て
お
り
、
盆
前
の
「
拠
印
」（
掛
売
の
こ
と
（

）
16

）
の
売
掛
金
回
収
に
つ
い
て
、
流
行
病
の
影
響
で
努
力
す
る
も
思
い
通
り
回
収
で
き
て

い
な
い
こ
と
、
多
額
の
未
回
収
金
が
生
じ
て
い
る
が
、
近
い
内
に
回
収
で
き
る
だ
ろ
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
麻
疹
の
流
行
で
、
売
り
掛
け

を
回
収
す
る
手
代
が
動
け
ず
、
顧
客
も
代
金
を
支
払
え
ず
、
盆
前
の
掛
金
回
収
に
苦
労
し
て
い
る
状
況
が
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

3
　
三
井
の
店
舗
で
の
対
応
―
主
に
京
本
店
の
場
合
―

（
一
）
京
本
店
の
運
営
支
援

麻
疹
で
奉
公
人
が
次
々
に
臥
せ
る
な
か
、
京
本
店
で
は
様
々
な
対
応
を
行
っ
て
い
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
京
本
店
の
人
手
不
足
解
消
の

た
め
相
続
講
の
構
成
員
の
な
か
か
ら
四
名
に
声
を
か
け
て
店
の
支
援
を
依
頼
し
た
。
こ
の
と
き
の
雇
料
は
日
給
銀
三
匁
相
当
で
あ
っ
た
（

）
17

。
京
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本
店
が
相
続
講
の
構
成
員
そ
れ
ぞ
れ
に
直
接
支
援
を
依
頼
し
た
の
か
、
相
続
講
を
取
り
ま
と
め
る
人
物
に
人
材
派
遣
を
要
請
し
た
の
か
、
詳

細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
実
際
に
大
村
忠
兵
衛
、
白
井
弥
兵
衛
、
清
水
音
次
郎
の
三
名
が
応
援
に
か
け
つ
け
て
い
る
。
大
村
忠
兵
衛
は
六
月
四

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
二
〇
日
間
勤
務
し
、
雇
料
と
し
て
金
三
五
〇
疋
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
白
井
弥
兵
衛
は
六
月
六
日
か
ら
十
六
日
の
一

一
日
間
勤
務
し
、
金
二
〇
〇
疋
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
清
水
音
次
郎
は
六
月
四
日
か
ら
七
月
十
四
日
の
四
一
日
間
勤
務
し
、
金
七
〇
〇
疋
を

受
け
取
っ
て
い
る
。
弥
兵
衛
は
元
・
京
本
店
の
支
配
人
で
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
退
職
し
た
人
物
で
あ
る
。
忠
兵
衛
と
音
次
郎
の
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。
彼
ら
は
奉
公
時
代
の
経
験
を
活
か
し
て
、
麻
疹
流
行
期
間
の
店
の
営
業
を
支
援
し
た
で
あ
ろ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

京
本
店
で
は
、
五
月
末
か
ら
六
月
中
頃
に
多
数
の
罹
患
者
を
出
し
て
い
る
。
六
月
前
半
か
ら
中
旬
ま
で
の
人
手
不
足
が
特
に
深
刻
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

な
お
、
店
で
な
く
台
所
も
人
手
不
足
が
深
刻
だ
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
文
久
二
年
上
半
期
の
下
男
は
二
二
名
、
こ
の
う
ち
五
月
末
に
一

四
名
、
六
月
中
旬
に
一
三
名
の
罹
患
者
を
出
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
台
所
を
切
り
盛
り
し
た
下
男
六
名
に
若
干
の
太
儀
料
が
支
給
さ

れ
た
（

）
18

。
い
ず
れ
も
天
保
七
年
の
麻
疹
を
経
験
し

た
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
台
所
で
は
店
側
の
よ

う
な
臨
時
雇
い
を
行
わ
ず
、
通
常
の
三
分
の
一

以
下
の
人
員
で
職
務
を
全
う
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
京
本
店
で
の
罹
患
者
治
療
の
支
援

京
本
店
で
は
、
店
出
入
り
の
医
者
の
往
診
時

に
医
師
の
補
助
を
行
う
「
医
師
承
」「
医
師
掛

り
」
と
い
う
係
を
定
め
て
い
た
（

）
19

。
第
11
表
に
天

第 10 表　江戸本店奉公人の欠勤日数� （単位　日）

休み日数

嘉永 4 年 安政元年 安政 5 年 文久 2 年 慶応 2 年

秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

手代 子供 手代 子供 手代 子供 手代 子供 手代 子供 手代 子供 手代 子供 手代 子供 手代 子供

1 ～ 3
4 ～ 6 16 5 13 5 33 5 23 9 23 9 11 9 18 6 8 3
7 ～ 9 11 4 9 8 5 8 7 2 9 3 3 8 8 6 5 3 2
10～12 5 4 8 5 7 3 9 2 12 1 5 8 5 2 4 1
13～15 3 4 5 3 1 3 2 6 1 7 2 2 2 3 3 2
16～18 3 2 2 1 2 4 2 2 2 1 8 7 3 2 1 3
19～21 3 1 2 2 4 2 1 1 7 2 4 1 3 1 1
22～24 1 2 1 1 1 9 1
25～27 2 1 1 2 1 2 3 6 5 2 1 1
28～30 1 3 2 1 2 1 1 5 6 1 6
31～33 1 1 1 1 1 4 1 3 3 1 3
34～36 1 1 2 1 3 1 4 4 1 1 2 1
37～39 1 2 2 1 2 1 2 1
40～42 2 2 1 2 2 3 2
43～45 1 1 2 2 1 1 2 1
46～48 1 1 1 2 1
49～51 1 1 1 1 1
52～54 1 1 1
55～57 1 1 2 1
58～60 1 1 1 1 1 1 1
60～ 3 2 1 5 3 5 3 4 2 5 2 8 6 5 8 4 3 8

合計 44 32 44 42 63 33 53 31 64 33 54 58 52 45 42 28 24 19

出所）　「厚勤録」（三井文庫所蔵史料　別 138、別 149）。
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保
四
年
（
一
八
三
三
）
か
ら
明
治
三
年
（
一
八

七
〇
）
ま
で
に
医
師
承
に
就
い
て
い
る
者
を
ま

と
め
た
。
医
師
承
は
独
立
し
た
部
署
で
は
な
く
、

京
本
店
の
部
署
に
付
属
す
る
兼
任
係
で
あ
っ
た
。

天
保
四
年
か
ら
安
政
元
年
上
期
ま
で
は
荷
物
方

（
京
本
店
か
ら
江
戸
・
大
坂
に
発
送
す
る
商
品

や
京
本
店
に
仕
入
地
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
荷
物

な
ど
を
差
配
す
る
部
署
）
に
付
属
し
て
お
り
、

安
政
元
年
下
期
か
ら
は
書
札
方
（
店
の
書
類
の

作
成
・
整
理
や
書
状
の
作
成
・
発
信
等
を
行
う

部
署
）
に
付
属
し
て
い
る
。
医
師
承
の
移
転
は

第
11
表
の
状
況
を
み
る
か
ぎ
り
、
①
安
政
元
年

上
期
か
ら
荷
物
方
の
責
任
者
（
吟
味
）
で
あ
っ

た
茂
次
郎
が
書
札
方
に
転
属
し
た
際
に
、
医
師

承
の
仕
事
も
そ
の
ま
ま
引
き
受
け
た
、
②
茂
次

郎
が
安
政
三
年
上
期
に
別
部
署
に
転
属
し
て
も
、

医
師
承
は
書
札
方
の
兼
任
の
ま
ま
と
な
っ
た
、

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

第 10 表　江戸本店奉公人の欠勤日数� （単位　日）

休み日数

嘉永 4 年 安政元年 安政 5 年 文久 2 年 慶応 2 年

秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

手代 子供 手代 子供 手代 子供 手代 子供 手代 子供 手代 子供 手代 子供 手代 子供 手代 子供

1 ～ 3
4 ～ 6 16 5 13 5 33 5 23 9 23 9 11 9 18 6 8 3
7 ～ 9 11 4 9 8 5 8 7 2 9 3 3 8 8 6 5 3 2
10～12 5 4 8 5 7 3 9 2 12 1 5 8 5 2 4 1
13～15 3 4 5 3 1 3 2 6 1 7 2 2 2 3 3 2
16～18 3 2 2 1 2 4 2 2 2 1 8 7 3 2 1 3
19～21 3 1 2 2 4 2 1 1 7 2 4 1 3 1 1
22～24 1 2 1 1 1 9 1
25～27 2 1 1 2 1 2 3 6 5 2 1 1
28～30 1 3 2 1 2 1 1 5 6 1 6
31～33 1 1 1 1 1 4 1 3 3 1 3
34～36 1 1 2 1 3 1 4 4 1 1 2 1
37～39 1 2 2 1 2 1 2 1
40～42 2 2 1 2 2 3 2
43～45 1 1 2 2 1 1 2 1
46～48 1 1 1 2 1
49～51 1 1 1 1 1
52～54 1 1 1
55～57 1 1 2 1
58～60 1 1 1 1 1 1 1
60～ 3 2 1 5 3 5 3 4 2 5 2 8 6 5 8 4 3 8

合計 44 32 44 42 63 33 53 31 64 33 54 58 52 45 42 28 24 19

出所）　「厚勤録」（三井文庫所蔵史料　別 138、別 149）。
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麻
疹
の
流
行
し
た
文
久
二
年
上
期
、
書
札
方
に
は
管
理
者
と
し
て
組
頭
（
住
み
込
み
奉
公
人
の
最
上
位
で
あ
る
支
配
人
に
次
ぐ
職
階
）
の

上
原
仙
三
郎
、
担
当
者
と
し
て
平
筆
頭
の
白
井
清
助
、
平
の
安
藤
和
助
が
詰
め
て
い
た
。
管
理
者
の
仙
三
郎
は
天
保
九
年
に
一
三
歳
で
入
店

し
た
ベ
テ
ラ
ン
の
奉
公
人
で
あ
る
。
清
助
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
十
一
月
に
三
三
歳
で
再
雇
用
さ
れ
、
和
助
は
安
政
三
年
（
一
八
五

六
）
十
一
月
に
三
三
歳
で
書
札
方
に
中
途
採
用
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
書
札
方
は
先
述
の
通
り
書
類
・
書
状
の
作
成
を
行
う
部
署
で
あ
る
。

管
理
者
に
は
上
級
の
奉
公
人
を
交
代
で
配
属

す
る
が
、
現
場
担
当
者
は
一
度
退
役
し
た
奉

公
人
の
再
雇
用
者
や
外
部
か
ら
の
中
途
採
用

者
を
中
心
に
し
て
い
た
。
他
の
部
署
の
担
当

者
が
半
年
か
ら
数
年
で
異
動
す
る
な
か
、
書

札
方
の
担
当
者
は
専
属
要
員
と
し
て
長
期
に

わ
た
っ
て
就
い
て
い
た
。

異
動
が
無
い
た
め
、
書
札
方
の
担
当
者
は

出
入
り
の
医
師
の
指
示
を
通
じ
て
医
療
知
識

を
蓄
積
で
き
、
医
師
と
の
や
り
と
り
も
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
京
本
店
の

奉
公
人
の
健
康
状
態
を
継
続
し
て
観
察
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
書
札
方
は
医
療
支
援
担
当

と
し
て
最
適
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第 11 表　京本店の医師掛（医師承）の部署

年 季 部署 吟味 担当者 年 季 部署 吟味 担当者 年 季 部署 吟味 担当者

天保 4 年 正月 荷物方 喜六 多七 弘化 3 年 正月 〃 又三郎 作次郎 安政 6 年 正月 〃 恒次郎 清助・和助
7 月 〃 喜六 豊三郎・□三郎 7 月 〃 又三郎 作次郎 7 月 〃 新七 清助・和助・藤助

天保 5 年 正月 〃 源四郎 儀七・彦七 弘化 4 年 正月 〃 太兵衛 仁三郎 万延元年 正月 〃 恒次郎 清助・和助・藤助
7 月 〃 ？ 豊三郎・直三郎 7 月 〃 太兵衛 仁三郎 7 月 〃 恒次郎 清助・和助

天保 6 年 正月 〃 浅次郎 豊三郎 嘉永元年 正月 〃 庄太郎 茂三郎 文久元年 正月 〃 仙三郎 清助・和助
7 月 〃 浅次郎 助七・友次郎 7 月 〃 庄太郎 茂三郎・清三郎 7 月 〃 仙三郎 清助・和助

天保 7 年 正月 〃 喜七 助七・徳三郎 嘉永 2 年 正月 〃 嘉三郎 茂三郎・兵三郎 文久 2 年 正月 〃 仙三郎 清助・和助
7 月 〃 喜七 鉄次郎・友次郎 7 月 〃 繁次郎 久次郎 7 月 〃 仙三郎 清助・和助

天保 8 年 正月 〃 喜七 友七・友次郎 嘉永 3 年 正月 〃 貞七 幾次郎 文久 3 年 正月 〃 佐七 清助・和助
7 月 〃 喜七 安次郎・辰次郎 7 月 〃 貞七 元三郎 7 月 〃 佐七 清助・和助

天保 9 年 正月 〃 嘉次郎 幸太郎・音次郎 嘉永 4 年 正月 〃 貞七 専助 元治元年 正月 不明
7 月 〃 嘉次郎 幸太郎 7 月 〃 定七 平四郎 7 月 〃

天保10年 正月 〃 芳兵衛 幸太郎 嘉永 5 年 正月 〃 定七 佐七 慶応元年 正月 書札方 覚次郎 専助・和助
7 月 〃 芳兵衛 音次郎 7 月 〃 弥五郎 佐七 7 月 〃 覚次郎 専助・和助

天保11年 正月 〃 清助 仙次郎・卯七 嘉永 6 年 正月 〃 茂次郎 佐七 慶応 2 年 正月 〃 □七 専助・和助
7 月 〃 清助 仙次郎・嘉七 7 月 〃 弥五郎 元七 7 月 〃 □七 専助・和助

天保12年 正月 〃 清助 多次郎・豊三郎 安政元年 正月 〃 茂次郎 専助 慶応 3 年 正月 〃 □七 専助・和助
7 月 〃 清助 金七・新蔵 7 月 書札方 茂次郎 勇蔵・良助 7 月 〃 □七 専助・和助

天保13年 正月 〃 利七 辰次郎・定五郎 安政 2 年 正月 〃 茂次郎 良助 明治元年 正月 〃 市三郎 専助・和助
7 月 〃 太郎右衛門 直七・茂七 7 月 〃 茂次郎 良助 7 月 〃 市三郎 専助・和助

天保14年 正月 〃 直次郎 次助・茂七 安政 3 年 正月 〃 定七 忠四郎・徳三郎 明治 2 年 正月 〃 次三郎 専助・和助
7 月 〃 直次郎 次助 7 月 不明 7 月 〃 次三郎 専助・和助

弘化元年 正月 〃 平十郎 清五郎 安政 4 年 正月 〃 明治 3 年 正月 〃 次三郎 専助・和助
7 月 〃 平十郎 清五郎 7 月 書札方 藤五郎 良助・和助 7 月 〃 浅三郎 専助

弘化 2 年 正月 〃 平十郎 半七 安政 5 年 正月 〃 恒次郎 清助・和助 明治 4 年 正月 〃 支配人 和七
7 月 〃 平十郎 半七 7 月 〃 恒次郎 清助・和助 7 月 〃 支配人 和七

出所）　「家内役附帳」（三井文庫所蔵史料　本 1081）。
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文
久
二
年
の
麻
疹
大
流
行
に
お
い
て
、
医

師
承
を
兼
務
す
る
仙
三
郎
・
和
助
・
清
助
は

医
師
の
補
助
や
罹
患
者
の
看
病
に
従
事
し
た
。

麻
疹
の
終
息
し
た
あ
と
、
京
本
店
で
は
慰
労

の
た
め
に
医
師
承
に
太
儀
料
を
支
給
し
て

い
る
（

）
20

。
仙
三
郎
に
は
金
一
〇
〇
疋
、
清
助
に

は
金
五
〇
疋
、
和
助
に
は
金
一
〇
〇
疋
を
渡

し
た
。
天
保
七
年
の
麻
疹
大
流
行
を
経
験
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
彼
ら
は
、
文
久
の
麻
疹
大

流
行
下
で
罹
患
す
る
こ
と
な
く
、
医
師
承
と

し
て
任
務
を
全
う
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
罹
患
し
た
奉
公
人
の
看
病
の
た
め

に
下
男
一
二
名
を
臨
時
雇
用
し
、
昼
夜
交
代

で
感
染
者
の
看
病
に
あ
た
ら
せ
て
い
る
。
彼

ら
に
も
慰
労
の
た
め
の
太
儀
料
を
支
払
っ
て

い
る
（

）
21

。
罹
患
者
が
多
数
発
生
し
た
た
め
医
師

承
だ
け
で
は
看
病
す
る
人
材
も
不
足
し
、
下

男
（
天
保
七
年
の
麻
疹
を
経
験
し
て
免
疫
を

第 11 表　京本店の医師掛（医師承）の部署

年 季 部署 吟味 担当者 年 季 部署 吟味 担当者 年 季 部署 吟味 担当者

天保 4 年 正月 荷物方 喜六 多七 弘化 3 年 正月 〃 又三郎 作次郎 安政 6 年 正月 〃 恒次郎 清助・和助
7 月 〃 喜六 豊三郎・□三郎 7 月 〃 又三郎 作次郎 7 月 〃 新七 清助・和助・藤助

天保 5 年 正月 〃 源四郎 儀七・彦七 弘化 4 年 正月 〃 太兵衛 仁三郎 万延元年 正月 〃 恒次郎 清助・和助・藤助
7 月 〃 ？ 豊三郎・直三郎 7 月 〃 太兵衛 仁三郎 7 月 〃 恒次郎 清助・和助

天保 6 年 正月 〃 浅次郎 豊三郎 嘉永元年 正月 〃 庄太郎 茂三郎 文久元年 正月 〃 仙三郎 清助・和助
7 月 〃 浅次郎 助七・友次郎 7 月 〃 庄太郎 茂三郎・清三郎 7 月 〃 仙三郎 清助・和助

天保 7 年 正月 〃 喜七 助七・徳三郎 嘉永 2 年 正月 〃 嘉三郎 茂三郎・兵三郎 文久 2 年 正月 〃 仙三郎 清助・和助
7 月 〃 喜七 鉄次郎・友次郎 7 月 〃 繁次郎 久次郎 7 月 〃 仙三郎 清助・和助

天保 8 年 正月 〃 喜七 友七・友次郎 嘉永 3 年 正月 〃 貞七 幾次郎 文久 3 年 正月 〃 佐七 清助・和助
7 月 〃 喜七 安次郎・辰次郎 7 月 〃 貞七 元三郎 7 月 〃 佐七 清助・和助

天保 9 年 正月 〃 嘉次郎 幸太郎・音次郎 嘉永 4 年 正月 〃 貞七 専助 元治元年 正月 不明
7 月 〃 嘉次郎 幸太郎 7 月 〃 定七 平四郎 7 月 〃

天保10年 正月 〃 芳兵衛 幸太郎 嘉永 5 年 正月 〃 定七 佐七 慶応元年 正月 書札方 覚次郎 専助・和助
7 月 〃 芳兵衛 音次郎 7 月 〃 弥五郎 佐七 7 月 〃 覚次郎 専助・和助

天保11年 正月 〃 清助 仙次郎・卯七 嘉永 6 年 正月 〃 茂次郎 佐七 慶応 2 年 正月 〃 □七 専助・和助
7 月 〃 清助 仙次郎・嘉七 7 月 〃 弥五郎 元七 7 月 〃 □七 専助・和助

天保12年 正月 〃 清助 多次郎・豊三郎 安政元年 正月 〃 茂次郎 専助 慶応 3 年 正月 〃 □七 専助・和助
7 月 〃 清助 金七・新蔵 7 月 書札方 茂次郎 勇蔵・良助 7 月 〃 □七 専助・和助

天保13年 正月 〃 利七 辰次郎・定五郎 安政 2 年 正月 〃 茂次郎 良助 明治元年 正月 〃 市三郎 専助・和助
7 月 〃 太郎右衛門 直七・茂七 7 月 〃 茂次郎 良助 7 月 〃 市三郎 専助・和助

天保14年 正月 〃 直次郎 次助・茂七 安政 3 年 正月 〃 定七 忠四郎・徳三郎 明治 2 年 正月 〃 次三郎 専助・和助
7 月 〃 直次郎 次助 7 月 不明 7 月 〃 次三郎 専助・和助

弘化元年 正月 〃 平十郎 清五郎 安政 4 年 正月 〃 明治 3 年 正月 〃 次三郎 専助・和助
7 月 〃 平十郎 清五郎 7 月 書札方 藤五郎 良助・和助 7 月 〃 浅三郎 専助

弘化 2 年 正月 〃 平十郎 半七 安政 5 年 正月 〃 恒次郎 清助・和助 明治 4 年 正月 〃 支配人 和七
7 月 〃 平十郎 半七 7 月 〃 恒次郎 清助・和助 7 月 〃 支配人 和七

出所）　「家内役附帳」（三井文庫所蔵史料　本 1081）。



372

も
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
を
選
抜
し
た
で
あ
ろ
う
）
を
臨
時
雇
用
し
て
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
祈
祷
そ
の
他

京
本
店
の
業
務
日
誌
等
で
は
、
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
に
対
し
て
、
文
久
二
年
の
麻
疹
流
行
時
に
祈
祷
関
係
の
記
事
を
確
認
で
き
な
い
。
ま

た
、「
麻
疹
絵
」（
麻
疹
へ
の
対
処
法
や
風
刺
な
ど
を
書
か
れ
た
絵
、
厄
除
け
の
護
符
と
し
て
利
用
さ
れ
た
）
に
つ
い
て
も
越
後
屋
の
史
料
の

な
か
に
現
時
点
で
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
店
内
に
貼
ら
れ
て
い
た
り
、
奉
公
人
が
各
自
で
持
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
確
認

で
き
て
い
な
い
。

（
1
）　「
永
書
」
文
久
二
年
五
月
二
十
九
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
三
八
）。

（
2
）　「
永
書
」
文
久
二
年
六
月
十
六
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
三
八
）。

（
3
）　「
名
代
言
送
帳
」
文
久
二
年
八
月
二
十
二
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
一
七
八
〇
）。

（
4
）　
越
後
屋
で
は
、
欠
勤
時
間
に
応
じ
て
評
価
を
定
め
て
い
た
。
京
本
店
で
作
成
さ
れ
た
「
改
勤
帳
」
と
い
う
史
料
が
あ
る
。
京
本
店
の
奉
公
人

の
欠
勤
記
録
で
あ
り
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
～
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
分
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
～
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
分

の
二
冊
残
存
し
て
い
る
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
五
一
四
・
本
一
五
一
五
）。
冒
頭
に
評
価
基
準
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
特
に
一

日
の
勤
務
時
間
を
春
季
七
ヶ
時
、
秋
季
八
ヶ
時
と
し
、
欠
勤
な
し
を
「
大
丸
勤
」、
二
ヶ
時
ま
で
の
欠
勤
を
「
丸
勤
」、
三
ヶ
時
ま
で
の
欠
勤
を

「
丸
勤
同
前
」、
一
日
相
当
の
欠
勤
を
「
皆
勤
」
と
し
て
い
た
（
前
掲
西
坂
著
書
、
二
〇
五
頁
）。「
皆
勤
」
者
が
無
欠
勤
者
で
は
な
い
こ
と
に
注

意
さ
れ
た
い
。

（
5
）　
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
初
期
の
重
役
・
中
西
宗
助
が
京
本
店
の
支
配
人
ら
向
け
に
作
成
し
た
「
支
配
勤
集
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

　
続
一
一
二
〇
、
三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業
史
』
資
料
編
一
、
一
九
七
三
年
に
収
録
）
の
な
か
に
「
手
代
・
子
共
、
少
之
病
気
ニ
候
共
、
日
夜

気
を
付
ケ
可
申
事
、
就
中
宿
元
抔
ニ
而
養
生
為
致
候
ハ
ヽ
、
其
者
年
数
又
者
勤
之
柄
次
第
ニ
気
を
付
ケ
可
申
事
」（『
三
井
事
業
史
』
資
料
編
一
、
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一
七
二
頁
）
と
あ
り
、
自
宅
療
養
中
も
勤
続
年
数
や
職
階
に
応
じ
て
様
子
を
気
に
し
て
お
く
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
元
禄
末
年
時
点
の
京
本

店
に
お
い
て
、
す
で
に
奉
公
人
の
自
宅
療
養
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
6
）　「
名
代
言
送
帳
」
文
久
二
年
六
月
四
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
続
一
七
八
〇
）、「
永
書
」
文
久
二
年
六
月
五
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史

料
　
本
一
三
八
）。

（
7
）　「
名
代
言
送
帳
」
文
久
二
年
八
月
十
四
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
続
一
七
八
〇
）。

（
8
）　「
名
代
言
送
帳
」
文
久
二
年
六
月
十
三
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
続
一
七
八
〇
）。

（
9
）　「
名
代
言
送
帳
」
文
久
二
年
閏
八
月
十
四
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
続
一
七
八
〇
）。

（
10
）　「
永
書
」
文
久
二
年
六
月
十
六
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
三
八
）。

（
11
）　「
名
代
言
送
帳
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
続
一
七
八
〇
）。
該
当
記
事
の
日
時
は
本
文
中
に
列
記
し
た
。

（
12
）　
こ
こ
で
い
う
「
皆
勤
」
と
は
、
先
述
し
た
「
丸
勤
」（
数
時
間
の
欠
勤
者
）
な
ど
と
は
異
な
り
、
京
本
店
の
基
準
で
一
日
程
度
欠
勤
し
た
者

を
指
す
（
前
掲
註
（
4
））。

（
13
）　「
厚
勤
録
」
は
江
戸
本
店
・
向
店
・
芝
口
店
、
大
坂
本
店
の
奉
公
人
の
売
場
の
売
上
額
な
ど
を
半
期
ご
と
に
記
録
し
た
帳
簿
で
、
各
期
の
最

後
に
奉
公
人
の
皆
勤
者
、
欠
勤
者
と
欠
勤
日
数
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
（
第
2
図
、
本
文
末
尾
）。
二
番
と
四
番
～
一
七
番
の
一
五
冊
残
存
す

る
。
二
番
（
享
保
十
六
年
～
元
文
五
年
年
、
別
一
二
九
）、
四
番
（
寛
延
二
年
～
宝
暦
六
年
、
別
一
三
〇
）、
五
番
（
宝
暦
六
年
～
明
和
五
年
、

別
一
二
七
）、
六
番
（
明
和
六
年
～
天
明
元
年
、
別
一
二
八
）、
七
番
（
天
明
元
年
～
寛
政
四
年
、
別
一
二
四
）、
八
番
（
寛
政
五
年
～
享
和
二

年
、
別
一
二
五
）、
九
番
（
享
和
二
年
～
文
化
七
年
、
別
一
三
六
）、
一
〇
番
（
文
化
八
年
～
文
政
二
年
、
別
一
三
七
）、
一
一
番
（
文
政
三
年

～
文
政
十
二
年
、
別
一
三
四
）、
一
二
番
（
天
保
元
年
～
天
保
八
年
、
別
一
三
五
）、
一
三
番
（
天
保
九
年
～
天
保
十
五
年
、
別
一
三
一
）、
一

四
番
（
弘
化
元
年
～
嘉
永
四
年
、
別
一
三
二
）、
一
五
番
（
嘉
永
四
年
～
安
政
五
年
、
別
一
四
九
）、
一
六
番
（
安
政
六
年
～
慶
応
三
年
、
別
一

三
八
）、
一
七
番
（
慶
応
三
年
～
明
治
三
年
、
別
一
五
〇
）
で
あ
る
。
本
稿
で
は
全
店
舗
集
約
し
た
「
厚
勤
録
」
を
用
い
た
が
、
各
店
舗
ご
と

に
ま
と
め
た
「
厚
勤
録
」
も
残
存
す
る
。

（
14
）　
こ
こ
で
三
日
目
ま
で
の
欠
勤
者
が
ほ
と
ん
ど
記
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
江
戸
・
大
坂
の
各
店
舗
の
評
価
基
準
で
は
、



374

欠
勤
三
日
ま
で
は
「
皆
勤
」
判
定
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
15
）　「
京
名
代
後
見
在
江
勤
録
」
文
久
二
年
九
月
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
四
三
）。
こ
の
と
き
の
勤
番
は
京
本
店
重
役
の
中
井
茂
兵
衛
で

あ
る
。
中
井
茂
兵
衛
は
文
久
元
年
十
月
三
日
に
江
戸
に
到
着
し
て
経
営
支
援
に
あ
た
り
、
文
久
二
年
九
月
二
十
二
日
江
戸
を
出
立
し
て
帰
京
し

て
い
る
。

（
16
）　
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
営
業
改
革
に
関
す
る
史
料
の
中
に
「
元
祖
よ
り
現
銀
商
一
向
被
建
置
候
処
、
見
世
古
く
成
に
随
ひ
、
至
極
無
拠

方
を
月
限
拠
印
と
名
附
候
而
、
掛
売
を
初
」（「
改
申
渡
覚
」
文
化
元
年
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
〇
三
二
―
四
）
と
あ
る
。
越
後
屋
に
と

っ
て
掛
売
は
「
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い
販
売
」
な
の
で
、「
拠
印
」
と
い
う
符
帳
を
振
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

（
17
）　「
永
代
帳
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
一
二
〇
二
）。
京
本
店
の
史
料
で
会
所
（
事
務
部
門
）
の
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
（
第
3
図
、
本
文

末
尾
）。
一
番
か
ら
五
番
ま
で
五
冊
残
っ
て
い
る
。
一
番
（
享
保
元
年
～
寛
保
二
年
、
別
一
二
〇
〇
甲
）、
二
番
（
延
享
元
年
～
天
明
四
年
、
別

一
二
〇
〇
乙
）、
三
番
（
天
明
四
年
～
天
保
二
年
、
別
一
二
〇
一
）、
四
番
（
天
保
二
年
～
元
治
元
年
、
別
一
二
〇
二
）、
五
番
（
慶
応
元
年
～

明
治
元
年
、
別
一
二
〇
三
）
か
ら
な
る
。
奉
公
人
に
対
す
る
太
儀
料
や
路
金
な
ど
様
々
な
雑
費
の
支
払
い
を
記
載
し
て
い
る
。
奉
公
人
の
出
張

の
状
況
や
、
褒
賞
・
慰
労
さ
れ
て
い
る
理
由
な
ど
を
間
接
的
に
把
握
で
き
る
史
料
で
あ
る
。

（
18
）　「
内
覚
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
五
六
二
）。
こ
の
史
料
は
京
本
店
の
賄
方
の
作
成
し
た
も
の
で
、
一
番
～
四
番
、
八
番
、
一
〇
番
～

一
四
番
の
一
〇
冊
残
存
す
る
（
第
4
図
、
本
文
末
尾
）。
一
番
（
享
保
二
十
年
～
安
永
八
年
、
本
一
五
六
一
）、
二
番
（
安
永
八
年
～
完
成
四
年
、

本
一
四
三
五
）、
三
番
（
寛
政
四
年
～
享
和
元
年
、
別
一
六
）、
四
番
（
享
和
元
年
～
文
化
五
年
、
別
三
一
）、
八
番
（
天
保
二
年
～
天
保
十
一

年
、
本
一
四
三
六
）、
一
〇
番
（
弘
化
三
年
～
安
政
二
年
、
別
二
四
）、
一
一
番
（
嘉
永
六
年
～
安
政
五
年
、
本
一
四
三
七
）、
一
二
番
（
安
政

五
年
～
元
治
元
年
、
本
一
五
六
二
）、
十
三
番
（
元
治
元
年
～
明
治
二
年
、
本
一
四
三
八
）、
一
四
番
（
明
治
二
年
～
明
治
十
二
年
、
別
二
三
）

か
ら
な
る
。
主
に
台
所
部
門
や
下
男
に
関
す
る
支
出
が
書
か
れ
て
お
り
、
臨
時
雇
用
の
下
男
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
る
。

（
19
）　「
家
内
役
附
帳
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
、
本
一
〇
八
一
）。
こ
れ
は
天
保
四
年
か
ら
明
治
四
年
ま
で
半
期
ご
と
に
、
京
本
店
の
各
部
署
に
配

属
さ
れ
て
い
る
奉
公
人
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
「
医
師
承
」
と
い
う
係
が
み
え
る
（
第
5
図
、
本
文
末
尾
）。

（
20
）　「
永
代
帳
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
別
一
二
〇
二
）。
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（
21
）　「
内
覚
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
五
六
二
）。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
越
後
屋
の
史
料
に
基
づ
き
、
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
、
文
久
二
年
の
麻
疹
・
コ
レ
ラ
流
行
時
の
、
被
害
状
況
と
対
応
を
見

て
き
た
。

安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
大
流
行
時
、
越
後
屋
で
は
江
戸
の
営
業
店
舗
で
罹
患
者
が
発
生
し
、
少
な
く
と
も
江
戸
本
店
で
四
名
の
奉
公
人
が
亡

く
な
っ
た
。
他
方
、
欠
勤
者
は
例
年
と
同
程
度
で
あ
り
、
罹
患
者
が
大
量
に
発
生
し
て
い
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
罹
患
者
の
致
死
率
が
高

か
っ
た
の
で
あ
る
。

文
久
二
年
の
麻
疹
大
流
行
で
は
、
京
・
江
戸
・
大
坂
の
主
要
店
舗
全
て
で
罹
患
者
が
続
出
し
た
。
特
に
天
保
七
年
の
麻
疹
大
流
行
を
経
験

し
て
い
な
い
若
手
・
子
供
の
奉
公
人
に
麻
疹
が
蔓
延
し
、
皆
勤
者
（
欠
勤
が
半
期
で
三
日
以
内
の
者
）
は
い
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
麻
疹
に

よ
る
死
者
そ
の
も
の
は
多
く
な
か
っ
た
が
、
江
戸
本
店
で
は
同
年
七
月
か
ら
閏
八
月
ま
で
に
一
一
名
の
奉
公
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

同
年
に
流
行
し
た
コ
レ
ラ
で
亡
く
な
っ
た
者
は
少
な
か
ら
ず
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
冒
頭
で
紹
介
し
た
伝
聞
情
報
（
越
後
屋
の
麻
疹

罹
患
者
二
〇
〇
人
）
と
比
較
し
た
と
き
、
江
戸
の
主
要
営
業
店
舗
の
合
計
罹
患
者
二
二
〇
人
余
の
方
が
多
い
も
の
の
、
駿
河
町
の
二
店
舗
に

限
定
す
る
と
一
八
〇
人
弱
と
な
り
伝
聞
情
報
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。
伝
聞
情
報
と
実
態
の
誤
差
は
二
〇
名
程
度
で
あ
っ
た
。
越
後
屋
の
罹
患

者
数
が
ど
の
よ
う
な
形
で
巷
間
に
流
布
し
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
概
数
と
し
て
は
大
き
く
逸
脱
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

越
後
屋
京
本
店
の
業
務
日
誌
な
ど
で
は
、
文
久
二
年
の
麻
疹
に
関
し
て
多
く
記
述
し
て
い
る
一
方
、
安
政
五
年
・
文
久
二
年
の
コ
レ
ラ
情

報
を
あ
ま
り
記
し
て
い
な
い
。
旧
来
か
ら
数
十
年
単
位
で
流
行
を
繰
り
返
す
麻
疹
に
対
し
て
、
コ
レ
ラ
は
文
政
五
年
に
初
上
陸
し
、
安
政
五
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年
に
二
回
目
、
文
久
二
年
に
三
回
目
の
流
行
を
引
き
起
こ
し
た
病
気
で
あ
っ
た
。
未
知
の
流
行
病
が
店
内
に
蔓
延
し
、
そ
れ
が
虚
実
交
え
て

風
聞
と
し
て
流
布
さ
れ
る
と
、
大
店
と
し
て
の
外
聞
や
風
評
に
か
か
わ
る
た
め
、
意
図
的
に
記
録
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（

）
1

。

コ
レ
ラ
・
麻
疹
の
流
行
に
対
し
て
越
後
屋
で
は
い
く
つ
か
の
対
応
を
取
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
コ
レ
ラ
流
行
時
に
江
戸
の
営
業
店
舗
で
は
、

玉
川
上
水
に
毒
薬
が
流
さ
れ
た
と
い
う
噂
を
流
言
と
推
測
し
つ
つ
も
、
上
水
の
水
を
使
用
禁
止
と
し
、
掘
り
抜
き
井
戸
の
水
を
汲
み
に
い
か

せ
て
い
た
。
浮
き
足
立
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
奉
公
人
ら
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
の
措
置
で
あ
ろ
う
が
、
清
潔
な
水
を
確
保
す
る
と
い
う
方
法

を
採
用
し
た
こ
と
で
、
汚
染
水
の
経
口
感
染
に
よ
っ
て
罹
患
す
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
で
は
中
店
と
い
う
店

舗
で
コ
レ
ラ
に
罹
患
し
た
奉
公
人
を
療
養
さ
せ
て
い
た
。
罹
患
者
を
隔
離
し
た
こ
と
で
他
の
奉
公
人
に
感
染
拡
大
す
る
こ
と
も
回
避
で
き
た

で
あ
ろ
う
。

各
店
舗
で
は
、
出
入
り
の
医
者
を
招
い
て
治
療
に
あ
た
ら
せ
つ
つ
、
各
店
舗
で
設
定
し
て
い
る
医
師
掛
（
医
療
承
）
の
奉
公
人
に
医
師
の

サ
ポ
ー
ト
、
病
人
の
看
病
を
行
わ
せ
て
い
た
。
罹
患
者
の
多
か
っ
た
文
久
二
年
の
麻
疹
流
行
時
、
臨
時
に
下
男
を
雇
っ
て
看
病
に
あ
た
ら
せ

る
店
舗
も
あ
っ
た
。
店
で
の
医
療
対
応
が
困
難
な
者
に
は
自
宅
療
養
を
指
示
し
て
い
る
も
の
の
、
各
店
舗
で
準
備
し
て
い
る
医
療
支
援
体
制

が
、
流
行
病
蔓
延
時
の
店
内
治
療
・
療
養
に
機
能
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

文
久
二
年
の
麻
疹
流
行
の
ピ
ー
ク
時
、
京
本
店
で
は
罹
患
者
が
あ
ま
り
に
多
い
た
め
、
店
の
運
営
に
も
支
障
を
来
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

暖
簾
分
け
し
た
奉
公
人
の
互
助
組
織
で
あ
る
相
続
講
に
所
属
し
て
い
る
元
・
奉
公
人
四
名
に
応
援
を
要
請
し
、
三
名
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
て

店
の
運
営
を
補
助
し
た
。
京
本
店
の
相
続
講
は
、
有
事
の
際
に
ベ
テ
ラ
ン
の
元
・
奉
公
人
を
即
応
要
員
と
し
て
招
集
し
う
る
支
援
団
体
で
も

あ
っ
た
（

）
2

。

と
こ
ろ
で
コ
レ
ラ
流
行
時
、
三
井
で
は
京
・
江
戸
・
大
坂
そ
れ
ぞ
れ
で
様
々
な
祈
祷
を
実
施
し
て
い
た
。
特
に
呉
服
店
部
門
の
越
後
屋
で

は
京
・
江
戸
で
祈
祷
を
行
っ
て
い
た
。
他
方
、
麻
疹
流
行
時
に
は
大
規
模
な
祈
祷
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
古
来
か
ら
存
在
す
る
麻
疹
に
対
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し
て
、
未
知
の
流
行
病
で
あ
る
コ
レ
ラ
に
は
祈
祷
に
よ
る
疫
病
退
散
を
祈
り
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

祈
祷
に
頼
る
側
面
が
あ
る
一
方
で
、
三
井
で
は
当
時
最
新
の
西
洋
流
の
医
術
書
も
入
手
し
、
店
出
入
り
の
医
者
に
提
供
し
て
い
た
。
北
家

出
入
り
の
新
宮
家
ら
の
刊
行
し
た
「
コ
レ
ラ
病
論
」
を
北
家
八
代
・
高
福
が
入
手
し
、
江
戸
・
大
坂
の
店
舗
に
配
布
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

幕
末
三
井
の
総
帥
で
あ
る
高
福
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
あ
ら
わ
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
各
店
舗
で
は
医
師
に
最
新
医
術
書
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
江
戸
・
大
坂
で
の
当
時
の
最
新
医
療
の
普
及
に
も
貢
献
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
課
題
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
本
稿
で
は
幕
末
の
コ
レ
ラ
・
麻
疹
流
行
を
事
例
と
し
た
が
、
業
務
日
誌
や
奉
公
人
の
勤
務

記
録
な
ど
を
遡
及
す
る
と
、
文
政
五
年
の
コ
レ
ラ
や
天
保
七
年
の
麻
疹
、
そ
れ
以
前
の
流
行
病
の
記
事
も
見
い
だ
せ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

コ
レ
ラ
・
麻
疹
以
外
の
病
気
（
た
と
え
ば
疱
瘡
や
流
行
性
感
冒
な
ど
）
に
つ
い
て
も
被
害
実
態
を
把
握
で
き
る
可
能
性
は
高
い
。
他
の
時
期
、

他
の
流
行
病
に
つ
い
て
も
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
本
稿
で
は
奉
公
人
を
扱
っ
た
が
、
三
井
同
族
と
そ
の
子
弟
の
病
気
や
療
養
に
つ
い
て
も
一
部
に
つ
い
て
検
討
し
う
る
。
同
族
と
奉

公
人
と
の
病
気
や
対
応
の
差
も
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
（

）
3

。

（
1
）　
駿
州
大
宮
町
の
百
姓
代
・
枡
屋
弥
兵
衛
の
日
記
に
、
コ
レ
ラ
流
行
時
の
町
内
の
様
子
が
克
明
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
病
人
の
出
た

家
を
忌
避
す
る
事
件
も
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
前
掲
鈴
木
論
文
二
〇
二
〇
年
、
二
一
～
二
二
頁
）。
コ
レ
ラ
罹
患
者
・
死
者
が
出
た
と
知

れ
る
と
、
越
後
屋
の
店
頭
に
出
向
く
の
を
避
け
よ
う
と
す
る
人
々
は
い
た
で
あ
ろ
う
。

（
2
）　
こ
れ
は
流
行
病
だ
け
で
な
く
、
火
事
や
地
震
な
ど
に
よ
る
店
舗
被
災
時
の
救
援
や
再
建
支
援
、
再
建
後
の
見
世
開
き
の
応
援
な
ど
も
含
ま
れ

る
で
あ
ろ
う
。

（
3
）　
な
お
、
同
族
子
弟
の
記
録
で
疱
瘡
罹
患
者
の
記
述
は
し
ば
し
ば
出
て
く
る
が
、
奉
公
人
の
疱
瘡
罹
患
者
に
つ
い
て
の
記
事
は
ほ
と
ん
ど
出
て
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こ
な
い
印
象
を
受
け
る
。
宝
永
頃
に
越
後
屋
の
重
役
が
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
「
存
寄
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
本
一
〇
七
二
甲
―

二
）
と
い
う
史
料
に
、
奉
公
人
・
子
供
採
用
時
の
選
考
基
準
の
内
規
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
疱
瘡
不
致
も
の
無
用
事
」
と
あ
る
。
疱
瘡
は
致
死
率

の
高
い
病
気
だ
っ
た
が
、
一
度
罹
患
す
る
と
免
疫
を
得
ら
れ
る
。
奉
公
人
の
選
考
基
準
と
し
て
疱
瘡
の
罹
患
経
験
の
無
い
者
は
採
用
し
な
い
方

針
を
採
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
奉
公
人
の
疱
瘡
関
連
記
事
が
少
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
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第 2-2 図　安政 5 年下半期の冒頭部分（芝口店）

第 2-1 図　厚勤録

第 2-3 図　皆勤者・欠勤者の部分（芝口店）
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第 3-1 図　永代帳

第 3-2 図　医師掛りへの太儀料支出の部分
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第 4-1 図　内覚

第 4-2 図　麻疹看病の下男への太儀料支出部分



382

第 5-1 図　家内役附帳

第 5-2 図　文久二年上半期の書札方・医師承


